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口絵 1 西塔基壇東階段 史跡大安寺旧境内第 105次調査 (本文 33～ 34買 )

中央の基壇断ち割りのように見えるのが溝状土坑SX09、 階段延石前の土坑がSK05。

右上隅の石が,さ礎、石が多量に入る窪みが礎石抜取痕跡である。

口絵 2 基壇東辺版築状態
史跡大安寺旧境内第 105次調査 (本文 33～ 34頁 )

西塔基壇は丁寧な版築によって造られている。版築の構

造は大きく3層 に分けられ、上部は明黄色土と暗紫色砂質

土の互層で比較的軟らかく、中部は黄色粘土と暗紫褐色土

の互層で硬く締まる。両者の境には付近の地山上を用いた

礫混じり粘土が挟まれる。下部は基底面下へ続く灰褐色～

褐色シルトの互層で非常に硬い。

写真は中部付近で、黄色い帯状の層の厚さが 1～ 2 cm。

口絵 3 風鐸片
史跡大安寺旧境内第 105次調査 (本文 33～ 34頁 )

これまで西碁跡では2個体の風鐸が出土しているが、今

回出土した風鐸片 (縦 15.l cm、 横 197 cm、 厚さ5～ 7111111)

はそれらと異なるタイプである。直径は25 clllを こえると

推定され、これまでのものより倍近く大型である。また縁

に沿って二重に弧が鋳出されており、おそらく全体的には

佑鐘のような袈裟欅状の区画が造形されていたものと考え

られる。



口絵4 鴎尾 鰭部 西大寺旧境内第 19次調査 (本文 6～ 8頁 )

口絵 5 鴎尾 頭部 西大寺旧境内第 19次調査 (本文 6～ 8頁 )

西大寺の寺地から出土した瓦製鴫尾の鰭部 (日絵 4)と 頭部 (回絵 5)である。鰭部は縦

13.6cm、 横 19.2cm、 厚さ5～ 6cmの断片で、頭部前面からみて左下隅部分に当たる。表裏

面には鰭を表現したlcm弱の段差がある。頭部は縦 25.6cm、 横 35.2cm、 厚さ7～ 9cmの

断片で、前面左半から側面にかかる部分に当たる。側面下部には横方向の突帯 1本とその下

に珠紋の痕跡が、側面前端部には縦方向の突帯 2本が確認できる。両者は胎土や色調も似る

が、同一個体であるか否かの特定はできなかった。鰭部は平安時代初頭の井戸 SE501枠内か

ら、頭部は室町時代の土坑 SK613か ら出上した



口絵 6 漆紙文書 平城京跡第 513次調査 (本文 9～ 10頁 )

井戸 SE507か ら出土した漆紙文書。「オモテ面」には、大行暦による宝亀9(778)年 5月

29日～6月 7日 までの具注暦が記されている。大行暦によるものとしては最古の例である。

口絵 7 角柱  西隆寺跡第 8次調査 (本文 44～ 45買 )

古墳時代のものと思われる掘立柱建物 SB21の柱で、ヒノキ製である。従来、家形埴輪の

角柱は円柱の簡略化表現とされてきたが、今回の調査で角柱の実在を確認することができた。

当時の建物構造を考える上で重要な資料である。



は じ め に

奈良市は世界遺産「古都奈良の文化財」をはじめ、種々の文化財が数多くあり、

日本の歴史を直に体感できるすばらしいところです。また、私たちの足下には、

様々な情報を秘めた遺跡が今でも眠っています。こうした文化財は国民の財産で

あり、これらを研究し歴史を解明することは、我々の未来を築く際の教訓にもな

るものです。

奈良市教育委員会で実施した発掘調査には、遺跡の保存整備のための調査と、

開発に伴う事前調査があります。後者については、全国的に件数が減少している

中、本市では引き続いて多数実施され、新たな知見が蓄積されております。これ

らの発掘調査成果を歴史研究に反映させると同時に、一般に広く公開し、市民の

皆様に埋蔵文化財について、より深く知っていただけますよう、努めていきたい

と考えております。

本書は、平成16年度に実施した埋蔵文化財発掘調査の成果の概要をまとめた

ものです。奈良市域における埋蔵文化財の理解と、研究の一助としてご活用いた

だければ幸いです。

最後に、発掘調査にご理解とご協力をいただきました関係者や市民の方々、な

らびに本書の作成にあたってご指導 。ご協力をいただきました関係諸機関に厚く

御ネし申し上げます。

平成19年 3月

奈良市教育委員会

教育長 中尾 勝二



例   言

1.本書は、平成16年度に奈良市教育委員会が実施した埋蔵文化財発掘調査の概要をまとめたものである。
2.平成16年度～平成18年度の調査体制については下記のとおりである。なお、各調査の現場担当者は発
掘調査一覧表および各調査概要の冒頭に示した。

平成16～ 17年度

課 長   福井 進    主 幹 谷村 勝文化財課社会教育部

課長補佐  森下恵介
所 長   高谷明男 (～ 16年度)、 川本恭久 (17年度～)埋蔵文化財調査センター

                         ,
係 長   北尾秀一    事務吏員 山形和宏庶務係

係 長   立石堅志調査第一係

、安井宣也、松浦五輪美、宮崎正裕、技術吏員  鐘方正樹、秋山成人、

、大窪淳司久保清子、山前智敬

係 長   三好美穂調査第二係

技術吏員  森下浩行、武田和哉、中島和彦、久保邦江、池田裕英、
原田香織

再任用職員 森川倫秀
平成18年度

課 長   池田みどり   課長補佐 森下恵分文化財課社会教育部

所 長   川本恭久埋蔵文化財調査センター

                         ,
係 長   藤井雄二    事務吏員 山形和宏庶務係

係 長   森下浩行調査第一係

Ⅲ松浦五輪美、宮崎正裕、久保清子、技術吏員  鐘方正樹、秋山成人、

原田憲二郎、山前智敬、大窪淳司

係 長   三好美穂調査第二係

技術吏員  安井宣也、武田和哉、中島和彦、久保邦江、池田裕英、
原田香織

3.発掘調査と本書の作成については、奈良文化財研究所、奈良県教育委員会、奈良市文化財保護審議会

等関係諸機関からご指導とご教示を賜った。また、土地所有者等からの多大なご協力いただいた。記

して感謝いたします。

4。 各発掘調査の次数は、奈良市教育委員会が実施した調査に付した遺跡ごとの通算次数である。

遺跡の略号は以下のとおりである。

SD― 西大寺旧境内HJ― 平城京跡 DA一 大安寺旧境内 GG― 元興寺旧境内
SR― 西隆寺跡 TI― 平城京東市跡推定地 NR― 奈良町遺跡 KN― コナベ古墳
HK― 東紀寺遺跡 FS― 古市遺跡 UA― 歌姫赤井谷横穴墓群 BT― 別所辻堂遺跡
BS― 別所下ノ前遺跡

、仮に大字名を付して遺跡名としたものもある。5.古墳時代以前の遺跡については

た遺構等の番号は一部を除いて調査ごとに付した仮番号である。遺構等の番号の前には、6.本書で使用し

その種類に応じて以下の記号を付した。

SA(塀 。柱列)SB(掘 立柱建物)SD(溝 ・濠・溝状遺構・暗渠)SE(井 戸 )



SF(道路)SK(土 坑)SX(そ の他)
また、遺構の大きさの表記は、すべて遺構検出面での計測値である。

7.本文中に引用した過去の調査の実施機関名については、調査次数の前に以下の略号を付した。

国一奈良 (国立)文化財研究所、県―奈良県教育委員会、市―奈良市教育委員会

8.本書で使用した遺物名称・形式・型式は、一部を除いて以下の刊行物に準拠した。

奈良時代 軒瓦 :F平城京・藤原京出土軒瓦型式一覧』奈良市教育委員会 1996
土器 :『平城宮発掘調査報告書�』奈良回立文化財研究所 1982

漆紙文書 :『奈良文化財研究所史料第69冊 平城京漆紙文書―』奈良文化財研究所 2005
古墳時代 須恵器 :田辺昭三『須恵器大成』角川書店 1981

埴輪 :川西宏幸「円筒埴輪総論」F古墳時代政治史序説』塙書房 1988

弥生時代 土器 :寺澤 薫・森岡秀人編 F弥生土器の様式と編年』近畿編 I 木耳社 1991
9.発掘区位置図については、奈良市発行の1/2,500大和都市計画図を、調査位置図については、国土地理

院発行の1/25,000地形図を使用した。

10。 本文中、図中に示した位置の表示は、法改正 (2002年4月 )前の平面直角座標系Ⅳによる。

11.本書の作成は、埋蔵文化財調査センター職員と文化財課記念物係職員が分担して行った。文責は、各

調査担当者であるが、特に記載の必要がある場合は文末に記した。

12.本書の編集は、三好美穂、原田香織が担当した。
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平成16年度 埋蔵文化財発掘調査一覧
番号 調査次数 遺 跡 名 調 査 地 JH査期FPH 調査面積 担当者 事業者 事業名 事業区分 届出番号

H J51み ユ平城
京左京四条工坊六坪/
三条遺跡

三条本町334-2他 20040506～ 20040625 3040111 安井 奈良市長
R奈良駅周辺地区土地区画整理
邑常事業

公共 S633055

H J5122 平城京左京四条
五坊五 六

坪/三条遺跡 =粂
本町327-1他 20040507～ 20040&31 安 井 奈良市長

チR奈良駅周辺地区土地区画整理
通常事業

公共

3 H J513 平城京右京二粂三坊一坪 西大寺南町694番地他 20040,11 - 200411029 430 0 1ri 宮崎 山前 奈良市長
西大寺駅南地区土地区画整理刻
方特定道路整備事業

公共 S633056

H」 514 平城京右京八条四坊八坪
七粂西町―丁目1057の 一割
他

20040506～ 20040528 2000∬ 秋 山 H.ベース 宅地造成 原因者 H153304

5 H」 515
平城京東四坊大路/油坂遺
跡

夫宮町二丁目124-3他 20040720～ 20040907 秋 山 奈良市長 芝辻大森線街路整備補助事業 公共

H」 516 平城京左京―条三坊十五坪 法華寺町1416番ユ 20040Z12 - 20040713 370� 三好 (有)コ クセイ グループホーム新築 原因者 H163018

H」 517 平城京右京三条四坊九坪 菅原町639-2他 久保清 山前 奈良市長
大和中央道衝路整備臨時交付金
事業 (菅原工区)

公共

8 H J518 平城京左京六条一坊十三坪 入条五丁目412-4地 20040a23～ 20041028 9000 市 武 田 奈良 トヨタ自動車仰 き舗新築 原因者 H163007

9 H J519 平城京左京六条二坊四坪 入条五丁目418-1の 一部 三好 宮崎 (有 )シーピーコーポ
宅地造成 原因者

10 H」 520
平城京左京一条

=坊
四 二

坪/法肇寺垣内古墳
法華寺町124ユ ー1他 20040921～ 20041209 5350 � 池田裕 武田

久保邦
和光建設い 宅地造成 原因者 H163048

11 H J 521 平城京右京一粂二坊三坪 二条Fl二丁目60-1 20041015～ 20041101 1200 11 久保邦 個人 店舗付マンション 原因者 H163170

12 H」 522 平城京左京四条三坊十五坪 三条添川町203-4他 20041122 ～ 20041207 1200� 久保邦 個人 共同住宅新築 原因者 H163144

H」 523 平城京左京六条東―坊大路 べ条五丁目437-12他 20041220～ 20041221 71811f 三好 (有 )ウ エムラ 宅地造成 原因者 Hユ &3200

H」 524
平城京右京

=条
四坊九坪

二条大路
昔原町639-2他 200a01o6 ～ 20050311 4580∬ 久保清 山前 奈良市長

大和中央道街路整備臨時交付金
事業 (菅原工区)

公共 H163088

H J 525 平城京左京工条五坊十坪 西木辻町43番地の 1 鐘方 奈良市長 東消防署建設事業 公共 H163027

H」 526 平城京左京六条三坊十二坪 夫安寺二丁目45他 宮崎 宅地造成 原因者 H163286

H」 527 平城京西二坊大路 六条―丁目453-1の 一部 200 M 秋 山 奈良市長 道路新設I事西ノ京六粂線 公共 H163365

H」 528 平城京左京三条四坊四坪 夫宮町
=丁
目192番 2他 20050214～ 20050331 273011f 久保邦 武田

抑大和 システムマ ン

ション事業部大阪支

店

マンション新築 原因者

史跡大安寺旧境内 (西塔 ) 東九条町1840他 20040628 ～ 20041224 5000111 松 浦 奈良市長 史跡大安寺旧境内保存整備事業 公共 H161003

DAユ 06 史跡大安寺旧境内 夫安寺町1320他 20040628～ 20040730 1020 � 池田裕
奈貞市教育委員会
教育長

遺跡範囲確認 緊急

D A107 史跡大安寺旧境内 夫安寺五丁目967番 5 久保郭 個人住宅新築 緊急 H161001

史跡夫安寺旧境内 東九条町1381 20050203 - 20050215 210正 松 浦 個人 農業用倉庫建設 緊急

史跡大安寺旧境内 夫安寺四丁目1055番 20050214 - 20050222 170言 安井 個人 個人住宅新築 緊急 H161005

元興寺1日境内 芝新屋町23-2他 20040601～ 20040608 11l � 池田裕 個人 個人住宅新築 緊急 H163020

元興寺旧境内 嶋川町11-5 20050104～ 20050m4 180 ∬ 久保邦 個人 個人住宅新築 緊急 ■163241

西大寺1日境内 西大寺北町―丁目370-6他 20040419～ 20040529 2520 � 久保邦 マンション新築 原因者 H153307

S D18 西大寺旧境内 西大寺南町2419番 地他 20040524～ 20040722 4900言 宮崎 山前 奈良市長
西大寺駅南地区土地区画整理地
方特定道路整備事業

公共 S633056

S D19 西大寺日境内 西大寺商町2430-1番 地他 20040921 ～ 20050120 ll100 0 111 宮崎 奈良市長
西大寺駅南地区土地区画整理通
常事業

公共 S633056

西隆寺跡/西大寺東遺跡 西大寺東町一丁目70-4他 20050ユ 27 - 20050228 大 窪 奈良市長 西大寺近隣公園整備事業 公共 H163323

ヨナベ古墳 法華寺町1805-1他 20041124 - 20041222 3130� 秋 山 奈良市長
市道北部第529号 線道路改質工

事
公共 ■163055

東紀寺遺跡 紀寺町556-1他 20040&23～  20041007 36001f 久保邦
社会福祉法人
サンライフ

府別養護老人ホーム新築 原因者 ■153336

H【 8 東紀寺遺跡 東紀寺町―丁目703-5 20050307～ 20050325 2550 � 池田裕
社団法人地域医療振
興協会市立奈良病院

病院職員宿舎新築 原因者 ■163252

33 F S7 古市遺跡 古市町1199-1 20040810 ～ 20040902 池田裕 共同住宅新築 原因者

歌姫赤井谷横穴 歌姫町986-2 28011i 池田裕
奈良市教育委員会
教育長

遺跡範囲確認 緊急

別所辻堂遺跡 別所町392他 200405H～ 20040830 2,10001n 鐘方 大窪 奈良県知事

県営ほ場整備事業

(田原東地区)
原因者 H133153

別所下ノ前遺跡 別所町480他 2004111?～ 20050107 L09001n 鈍方 大窪 奈良県知事

試掘04-
15

水間町内遺物散布地 水間町1182他 20040921～ 20041105 76601n 鐘方 大窪 奈良県夕Π事

※34については、F埋蔵文化財調査年報―平成17年度―Jにて報告。
35～ 37については、「県営回場整備事業口原東地区における埋蔵文化財発掘調査概要報告書Ⅱ―別所下ノ前 辻堂 大谷口遺跡 水間遺跡司 奈良市教育委員会 2007に て報告。
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番号 調査次数 選 跡 名 調 査 地 調査期間 調査面積 担当者 事業者 事業名 事業区分 届出番号

H J51みユ平城京左京四条
五坊六坪/

三条遺跡
三条本町334-2他 20040,06 - 20040625 3040∬ 安井 奈良市長

JR奈良駅周辺地区土地区画整遇
通常事業

公共 S633055

H」 512つ
平城京左京四条五坊五 六
坪/三条遺跡

三条本町827-1他 20040507- 20040&31 ■0260∬ 安井 奈良市長
JR奈良駅周辺地区土地区画整麹
通常事業

公共 S633055

3 H J513 平城京石京二条三坊―坪 西大寺南町694番地他 2004051ユ ^ヤ  2004つ 029 43αO言 宮崎 山前 奈良市長
西大寺駅南地区土地区画整理剪

方特定道路整備事業
公共

臣」514 平城京右京八条四坊人坪
七条西町―丁目1057の一部
他

2004115116～ 20040528 20110言 秋山 宅地造成 原因者 ■153304

■J515
平城京東四坊大路/油坂遇
跡

大宮町二丁目124-3他 20040720 ～ 200409117 2390∬ 秋 山 奈良市長 芝と大森線街路整備補助事業 公共 Hi03091

I J516 平城京左京―条三坊十五坪 法華寺町1416番 I 20040712～ 20040713 3701n 三好 (有 )コ クセイ グループホーム新築 原因者 H163018

H J517 平城京右京三条四坊九坪 菅原町639-2他 20040726 ^- 20041228 ■1000 tll 久保清 山前 奈良市長
大和中央道街路整備臨時交付金

事業 (菅原工区)
公共 H163088

8 H J518 平城京左京六条一坊十三坪 八条五丁目412-4地 20040823 ～ 20041028 9000 � 武田 奈良トヨタ自mlJ車媚 店舗新築 原因者 H163007

H」 519 平城京左京六条二坊四坪 八条五丁目418-1の 一部 20040826 ^- 20040828 595 ∬
=好
 宮崎 (有 )シービーコーボ

宅地造成 原因者

10 H」 520 平城京
左京一粂三坊四 五

平/法学寺垣内古墳
法華寺町1241-1他 200■ 0921 - 20041209 5350 111

池田裕 武田
久保邦

不H光建設い 宅地造炭 原因者 H163048

H J 521 平城京右京―条三坊三坪 二条町二丁目60-1 200411115 ～ 20041101 1200 111 久保邦 個 人 店舗付マンション 原因者

H J522 平城京左京四条三坊十五●R 三条添川町203-4他 20041122 ～ 20041207 12001n 久保邦 個 人 共同住宅新築 原因者

13 チ523 平城京左京六条東―坊大理 八条五丁 目437-12他 〕0041220～  20041221 718面 三好 (有 )ウ エムラ 宅地造成 原因者 H163200

J524
平城京右京

=条
四坊九坪

二条大路
菅原町639-2他 】0050106～  200511&11 4530正 久保清 山前 奈良市長

大和中央道街路整備臨時交付金

事業 (菅原工区)
公共 H163088

H J525 平城京左京五条工坊十坪 西木辻町43番地の1 】0050126 ^ヤ  200511302 2000鷲 錐方 奈良市長 東消防署建設事業 公共

H J526 平城京左京六条三坊十二坪 大安寺二丁目45他 】00502つ 7～ 20050215 8110d 宮け 抑ファース トホーム 宅地造成 原因著 H163286

H J527 平城京西二坊大路 六条―丁目453-1の 一部
'0050214～

20050223 200浦 秋 山 茶良市長 道路新設工事西ノ京六条線 公共 H163365

H J528 平城京左京三粂四坊四坪 大宮町三丁目192番 2他 】0050214～ 20050331 2730 HI 久保邦 武田
爛大和 システムマ ン

ション事業部大阪支

店

マンション新築 原因者

19 D A105 史跡大安寺旧境内 (西塔) 東九条町1340他 20040628 ～ 20041224 50011 ∬ 松浦 奈良市長 史跡大安寺旧境内保存整備事業 公共 H16ユ 003

史跡大安寺旧境内 大安寺町1320他 ,0040628 ～ 200■ 0730 1020耐 池田裕
冬良市教育委員会
突育長

遺跡範囲確認 緊急 H161083

史跡大安寺I日境内 大安寺五丁目967番 5 20040■ 01 ～ 20040708 150 � 久保邦 国人 個人住宅新築 緊急 H101001

史跡大安寺1日境内 東九条町1381 20050203 - 20050215 210∬ 松浦 国人 農業用倉庫建設 緊急 車161045

史跡大安寺旧境内 大安寺四丁目1055番 200511214 - 200511222 安井 個人住宅新築 緊急 H161005

C G59 元興寺旧境内 芝新屋町23-2他 池田裕 個人住宅新築 緊急 H163020

G G60 元興寺旧境内 鴎川町11-5 20050104 ^- 200511114 久保邦 個人住宅新集 緊急

S D17 西大寺旧境内 西大寺北町一丁目370-6他 20040419 ～ 20040529 久保邦 マンション新築 原因者 H153307

S D18 西大寺旧境内 西大寺南町2419番 地他 20040524～ 20040722 4900111t 宮崎 山前 岳良市長
西大寺駅南地区土地区画整理地

方特定道路整備事業
公共

S D19 西大寺,日境内 西大寺南町2430-1番 地他 20040921～ 20050120 100011 � 宮 崎 奈良市長
西大寺駅南地区土地区画整理通
常事業

公共 S638056

S R8 西隆寺跡/西大寺東遺跡 西大寺東町―丁目70-4他 20050127～ 20050228 18711∬ 大窪 奈良市長 西大寺近隣公回整備事業 公共 H163823

ヨナベ古墳 法華寺町1805-1他 20041124～ 200■ 1222 3130 nf 秋 山 奈良市長
市道北部第529号 線道路改良エ
事

公共 H163055

31 東紀寺遺跡 紀寺町556-1他 20040823～ 20041007 3600� 久保邦
社会福祉法人
サンライフ

膨別養護老人ホーム新築 原因者 H153336

東紀寺遺跡 東紀寺町一丁目703-5 2005113117～  20050325 2550∬ 池田裕
社団法人地域医療振
興協会市立奈良病院

病院職員宿舎新築 原因者 H163252

F S7 古市遺跡 古市町1199-1 20040810～ 20040α 02 2160言 池田裕 個人 共同住宅新築 原因者 ■163049

U A2 歌姪赤井谷横穴 歌姫町986-2 20050201～ 20050303 2&O ln 池田裕
奈良市教育委員会
教育長

遺跡範囲確認 緊急

房1所辻堂遺跡 ,」所町392他 20040511～ 20040830 ケ1000d 鐘方 大雀 奈良県知事

県営ほ場整備事業
(口原東地区)

原因者 H133153B S3 房E所下ノ前選跡 刊所町480他 饉方 大窪 奈良県知事

37
試掘 04

水間町内遺吻散布地 水間町1182他 20040921 -ヤ  200■ 1105 76611 qI 鐘方 大雀 奈良県知事

平成16年度 埋蔵文化財発掘調査一覧

※34については、「理蔵文化財調査年報―平成17年度―Jにて報告。
35～ 37については、「県営園場整備事業日原東地区における埋蔵文化財発掘Fnl査概要報告書Π―別所下ノ前 辻登 大谷口遺跡 水間近BIN l奈良市教育委員会 2007に て報告。
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1.三条遺跡 。平城京跡 (左京四条五坊五・六坪)の調査 第512-1・ 2次

調査次数

工事内容

通知者名

調 査 地

HJ第512-1・ 2次

JR奈良駅周辺地区土地区画整理通常事業

余良市長

奈良市三条本町 1次 334-2他  2次 327-1他

調査期間

調査面積

調査担当者

1次 平成16年 5月 6
2次 平成16年 5月 7
1次  304nf   2次

安井宣也

日～ 6月 25日

日～ 8月 31日

1,026だ

発掘区位置図 1/6,000

HJ第512-1次調査地は平城京の条坊復原では左京
四条五坊六坪の西辺中央部にあたり、北で市HJ第 477
-1次、東で市 H」 第477-4次 (いずれも平成14年度)、

南西で市HJ第452-2次 (平成12年度)の各調査地と

隣接する。また、HJ第512-2次調査地は同五坪の北

辺西寄り、六坪南辺西寄り及び五・六坪坪境小路にあた

り、北で市H」 第477-3次 (平成14年度)、 南で市H

J第268-2・ 3次 (平成 4年度)、 東で市HJ第462-

4次 (平成13年度)の各調査地と隣接する。

奈良時代の五・六坪内の様相については、今までの調

査成果から、①宅地に関連する遺構が希薄である、②六

坪内では坪の西辺を画する東五坊坊間西小路の東側溝の

推定位置に幅10m程度の奈良時代前期に掘削された溝

(S D02)がみられ、七坪以北に続く、③坪内に河川が

流れている、といった点が明らかになっている。

また、五・六坪内の調査地では弥生時代後期末に埋没

する河川が検出されており、埋土中から土器や木製品が

出土したことから、付近に当時の集落が存在することが

推察されている。加えて、特に六坪内の調査地では江戸

時代の耕作溝が広くみられ、方位の異なるものが重複す

ることから、当時は広く耕地となっており、少なくとも

一度は地割が変更されたことがわかっている。

今回の調査は、平城京の条坊道路や坪内の様相の把握

を主な目的として実施した。また、その前後の時代にお

ける土地利用の様相の確認にも留意した。なお、遺構香

号は坪ごとの通し番号である。

HJ第 512-1次 調査
基本層序 基本的には造成土 (厚 さ0。7m)の下に水
田耕上の黒色砂質シル ト層 (厚さ0.2m)、 水田床土の灰

色砂質シル ト層 (厚 さ0。lm)があり、その下で責灰色

砂質シル ト層の地山上面 (標高65.3m)と なる。ただし

北辺部では、北に隣接する市 H」 第477-1次調査地の

南西部と同様で、奈良時代の土器片を含む灰色シル ト・

砂層 (厚さ0.3m)、 弥生時代後期末の土器片を含む黒褐

色砂質シル ト層 (厚 さ0.2m)があり、その下で後述す

る河,I106の堆積層となる。黒褐色砂質シル ト層は湿地

の様相を示す層で、上面では人やウシの足跡らしい凹凸

が認められた。

検出遺構 遺構検出は地山上面で行った。主な検出
遺構は古墳時代中期後半の土坑 2基 (S K26・ 27)で、

他に江戸時代の土坑・粘土採掘坑 。素掘 り溝がある。

S K26・ 27は ともに径 3mの平面円形で、深さが0.5

m程度の土坑で、埋土は黒色砂混じリシルトである。 S

K26の埋土中から古墳時代中期後半の須恵器蓋杯片が

出土した。 S K27は 出土遺物がないが、 S K26と は形

状と埋土が同様であることから同時期のものと考える。

また、発掘区の北寄 りで弥生時代後期末に埋没した旧

河川 (河 ,I106)を 、南東拡張部で奈良時代に形成され

平安時代に埋没した旧1可川 (河川05)を検出した。

河ナ|106は、東に隣接する市HJ第477-4。 5次調査

地 (平成14年度)か ら続いており、東から西に流れる。

南岸は発掘区北辺部で、北岸は市HJ第477-1次調査

地の南辺部とみられるが、かなり不明瞭である。埋土は、

発掘区北壁沿いを約0.5m掘下げた箇所で、上から灰色

砂質シルト層、灰色砂礫層となることを確認した。なお、

発掘区北東隅では埋没後に形成された小流路を検出し

た。この小流路は市HJ第477-4・ 5次調査地から続

き、市 H」 第477-1次調査地の南西隅でも認められる。

深さは0.2mで、流路内に黒褐色砂質シル トが堆積する。

底部付近で多量の弥生時代後期末の上器が出上した。

河

'|105は

、東に隣接する市 H」 第477-3・ 4次調査

-1-
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町 第 512-1次調査 発掘区全景 (南西から)

HJ第 512-1次調査 発掘区北壁断面 (南西から)

HJ第 512-1次調査 河川06 月ヽ流路 (北から)

HJ第 512-1次調査 足跡の痕跡 (北から)

|■6,320 |■ 6,300 16.280

HJ第 477‐4次調査
発掘区 (平成14年度 )

▲

八
呻 榊 願

"|

H」第5121次 調査発掘区

-146,860

-146,880

帖土採掘抗辞

|           |
HJ第 512-1次調査 遺構平面図 1/500

丞―よt /0。 ■`

H」第4522次 調査発掘区 (平成12年度 )

H」第311次調査発掘区 (平成6年度 )
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地 (平成14年度)と、西に隣接する市H」 第452-2次

調査地 (平成12年度)で確認されている。今回の調査

では発掘区の南東拡張部で北岸を検出し、調査地の南辺

付近を東から西に流れることがわかった。

出土遺物 土器類が遺物整理箱10箱分出土した。主
なものに河川06の小流路から出上した後期末の「大和

第Ⅵ様式」に属する弥生土器がある。器種は奏、壺、鉢、

高杯で、集落遺跡と同様である。

調査所見 六坪北西辺については、発掘区内で余良時
代の宅地に関連する遺構がみられなかったことから、周

辺と同様に空閑地であったと考える。

発掘区北辺部において河川06の埋没後に形成された

小流路内で多量の弥生時代後期末の土器が出土したこと

については、北に隣接する市HJ第477-1次調査地で

同時期の土坑や溝等の遺構を確認したことや、出土した

土器の器種が集落遺跡と同様であることから、調査地が

当時の集落の一画であったことを反映するものと考えら

れる。また、古墳時代中期後半の土坑 S K26・ 271こつ

いても、調査地が当時の集落の一画であったことを反映

するものと考えられる。

なお、湿地の様相を示す黒褐色砂質シルト層の上面で

人やウシの足跡らしい凹凸がみられることについては、

直上に奈良時代の土器片を含む灰色シルト・砂層が堆積

することを考慮すれば、古墳時代後期以前に畜力を用い

た水田耕作が営まれたことを反映する可能性がある。

HJ第 512-2次 調査
東西 2箇所の発掘区を設定して実施した。

基本層序 東発掘区では、造成土 (厚さ0。7m)、 水田
耕土の黒色砂質シルト層 (厚さ0.2m)。 水田床上の灰色

砂質シルト層 (厚 さ0.lm)の 下で地山の灰色シルト・

粘土層上面 (標高65.2～65.3m)と なるが、北辺では後

述する河川10の堆積層となる。西発掘区では、造成土

(厚さ1.2m)、 水田耕上の黒色砂質シルト層 (厚さ0.2～ 0.3

m)・ 水田床土の灰色砂質シルト層 (厚さ0.3～ 0.4m)の

下で地山の責褐色粘土層上面 (標高64.6～64.9m)と な

る。地山上面は東から西へ緩やかに下る。

検出遺構 東・西 2つの発掘区とも地山上面で遺構検
出を行った。

東発掘区の主な検出遺構は、鎌倉～江戸時代の粘土採

掘坑群、江戸時代の耕作溝で、奈良時代の平城京に関連

する遺構はなかった。江戸時代の耕作溝は、方眼方位に

沿うものと方眼方位西に対しやや北に振れる方向及びそ

の直交方向のものがある。西発掘区の主な検出遺構は、

南に隣接する市HJ第268-3次調査地 (平成 4年度)

から続く鎌倉時代以降の耕作溝である。

また、東発掘区では弥生時代後期末に埋没する旧河川

(河川10)と 奈良時代に形成され平安時代に埋没する旧

1可

'H(1可'I105)を

検出した。

河,|110は、東発掘区の北辺を東から西に流れる。北

に隣接する市 H」 第477-3次調査地に及ばないことか

ら、川幅は20m程度と推測する。深さは約 2mである。

埋土は主に州を形成した灰色の砂礫層である。最上位に

は灰色の砂質シルト層が堆積しており、弥生時代後期末

の土器が出上した。なお、河川の南岸沿いと中央部には

埋没後に形成された小流路がある。前者は腐植を含む褐

灰色粘上で埋まっており、弥生時代後期末の土器が出土

した。また、後者は流木を含む砂礫で埋まっており、古

墳時代中期後半の土器が出土した。

河)|105は北に隣接する市 H」 第477-3次調査地と南

東に隣接する五坪内の市 H」 第462-4次調査地 (河川

08)で確認されている。今回の調査では東発掘区の東

辺で西岸を検出し、調査地の東辺付近を北から南に流れ

ることがわかった。

出土遺物 土器類が遺物整理箱16箱分出土した。主
なものは河川10と 小流路から出土した後期末の「大和

第Ⅵ様式」に属する弥生土器がある。器種には甕、重、鉢、

高杯があり、集落遺跡と同様である。古墳時代中期後半

の小流路から出土した土器には、土師器の小型丸底壷と

田辺編年T K208あ るいはT K23型式の須恵器の杯身が

ある。なお、東発掘区の江戸時代の耕作溝からは土師器

や陶磁器の破片が出土している。

調査所見 五坪北辺と六坪南辺は、奈良時代には空閑
地であったと考える。五・六坪坪境小路に関連する遺構

はなかったが、後世の開発で削平された可能性があり、

施工については周辺の調査成果も踏まえて検討する必要

がある。

河ナ|110と 小流路から弥生時代後期末の土器や古墳時

代中期後半の土器が出土したことについては、付近にこ

の時期の集落があったことを反映するものと考えられ

る。河川の埋没時の堆積層や埋没後に形成された小流路

から弥生時代後期末の土器が出土する状況は前述したH

」512-1次調査地で確認した河川06で も認められる。

調査地一帯における弥生時代後期末の集落の成立が河川

の埋没と関連することがうかがえ、河川の埋没後に形成

された湿地を水田に開発した可能性がある。

江戸時代の耕作溝のうち、方眼方位西に封しやや北に

振れる方向及びその直交方向のものは図で示す明治時代

初期の畦畔の方向と合致する。したがって当初の耕地の

地割は方眼方位に沿っていたと考える。
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町 第 512-2次調査 東発掘区北半部 (西から) 河川 06弥生土器出土状態 (東から)

町 第 512-2次調査 東発掘区南半部 (北から)

16,400       16,300      卜16,200

16,320 116,310

H」第268次中発掘区
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-146,970
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‐146,990

0

旧菩提川  
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粘土採掘抗

粘土採掘抗

H」第5122次調査東発掘区

|

0

弥生後期末の小流路

H」第462‐4次調査
発掘区 (平成13年度)

20m

同東発掘区平面図 1/600(左上)明治時代の水田地割り (地籍図による)1/4,000、 (左下)可 第512-2次調査西発掘区、(右 )
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H」 第 512-2次調査 西発掘区南全景 (南東から)

H」第4773次調査発IFx区
(平成14年度 )



西大寺旧境内の調査 第18・ 19次/平城京跡の調査 第513次
近鉄西大寺駅南地区土地区画整理事業に係る発掘調査一覧表

遺跡名 調査次数 事業名 通知者 調査地 調査期間 調査面積 調査担当者

平城京右京二条三坊一坪 H」 513
地方特定道路整備事業 奈良市長

西大寺南町694他 H16511⌒ 629 430� 山前智敬

宮崎正裕西大寺旧境内 (右京一条三坊三坪) S D18 西大寺南町2419他 H16 524-722 490�

西大寺旧境内 (右京一条三坊三坪) S D19 通常事業 奈良市長 西大寺南町2430-1他 H16 921～ 17120 L000∬ 宮崎正裕

発掘区位置図 1/6,000

本調査は、奈良市が進める近鉄西大寺駅南地区土地区

画整理事業 (総面積約30万ど)に係 り実施 した埋蔵文

化財発掘調査である。奈良市教育委員会では、昭和63

年度から事業地内の発掘調査を継続して実施している。

平成16年度は上表のとおり3箇所で1,920∬ の調査を実

施した。初年度からの総調査面積は106,579だ になる。

なお、各調査で付した遺構番号は、平城京の一坪ごと

の通し番号とし、奈良時代以降は3桁で明示する。

(1)SD第 18次調査
調査地は西大寺現境内の東側で、平城京右京一条三坊

三坪に相当し、奈良時代の西大寺の寺地に当たる。三坪

内ではこれまでに 3件 (国第H2-1次 調査 :昭和53年
度、市 SD第 16-1・ 2次調査 :平成15年 度)の調査
が行われている。

基本層序 現況は駐車場で、盛土下に耕土、床土、遺
物包含層が堆積 し、現地表下約0.5mで黄灰色砂質土あ

るいは淡責灰色粘細砂の地山に達する。地山の標高は概

ね71.7mで、遺構はすべて地山面で検出した。

検出遺構 奈良～江戸時代までの遺構がある。主な遺
構には、奈良・平安時代の掘立柱建物 7棟 (S B202・

203、 207～ 211)、 掘立柱塀 1条 (S A212)、 土坑 4基 (S

K606～ 609)、 室町時代の土坑 1基 (S K610)、 江戸

時代の溝 1条 (S D101)が ある。

出土遺物 遺物整理箱で 7箱分あり、土器が 3箱分を
占める。大半が奈良・平安時代の土師器、須恵器、黒色

SB21

SD第 18次調査 遺構平面図 1/400

SD第 16次調査
発掘区

0            10m
匡国:撹乱

SD第 18次調査 発掘区北半全景 (東から)

SD第 18次調査 発掘区南半全景 (北西から)
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土器A類で、少量ながら瓦器もある。瓦の数量は九瓦が

114点 (6,486g)、 平瓦が243点 (22,682g)、 九瓦か平瓦

いずれか不明が96点 (1,121g)で ある。軒九瓦は 2点、

軒平瓦は 1点あり、すべて平安時代以降のものである。

調査所見  S B203は西側柱をS B202のそれと、北

妻柱は S B207の 南側柱と柱筋を揃え、この 3棟は併存

すると考える。周辺の調査成果から、 S B202。 203の

西側は東側に比べて遺構密度が小さく、三坪の南半中央

のこの一角は空閑地の時期が認められる。 (宮崎正裕)

(2)SD第 19次調査
調査地は SD第 18次調査地のすぐ西側で、平城京右京

一条三坊三坪の西半に相当し、調査地西端には三坪と六

坪間の坊間東小路が想定される。

基本層序 現況は駐車場で、盛上下に耕土、床土、遺
物包含層が堆積 し、現地表下約0.8mで責灰色砂質土あ

るいは淡責灰色粘細砂の地山に達する。地山の標高は概

ね71.8mで、遺構はすべて地山面で検出した。

検出遺構 奈良～江戸時代の遺構がある。主な遺構
には、奈良・平安時代の掘立柱建物 3棟 (S B213～

215)と 掘立柱塀 5条 (S A217～ 221)と井戸 2基 (S

E501・ 502)、 室町時代の井戸 6基 (S E503～ 508)

と土坑 3基 (S K611～ 613)、 江戸時代の掘立柱塀 2

条 (S A222・ 223)と 土坑 2基 (S K614・ 615)、 時

期の特定はできなかったが、溝 1条 (S D102)、 掘立

柱建物 1棟 (S B216)、 土坑 6基 (S K616～ 621)、

小穴がある。

S B213と S A217・ 219。 220が奈良時代 とみられ、

位置関係からS A217は S B213の 東を限る塀 と考え

る。奈良時代末以後の建物には、 S B214～ 216と SA

SD第 18次調査

218・ 221カ Sあ り、 S B215の 柱掘形・痕跡から9世紀

代の上器が出土している。その他の建物は規模が小さく、

建物の主軸が国上方眼方位西で北に振れる。 S E5021よ

方形横板組で、高さ0.2～ 0.28m、 厚さ0.03～ 0.05mの

板を5段積む。 S E503は井戸底に高さ0。35m、 厚さ0.08

m程度の板を方形に組んだ枠材を置く。また、枠材の裏

込上層埋土中には、この枠材と天位置を揃えるように上

面が平坦な自然石がH個残る。上段枠材の礎盤用途と

考える。 S E5041よ 中段には大柄で繁いだ高さ1.Om、 幅

0.3m、 厚さ0.05m程度の縦板 9枚を、下段に高さ0.3m

の桶を据える。縦板の上端から桶の下端までの高さは

1.15m程度である。 (宮崎正裕 )

出土遺物 遺物整理箱でH2箱分ある。瓦類 (97箱 )
と土器類 (9箱)が大半を占め、その他に木製品 (斎串、

椀、曲物、下駄、横櫛)が少量ある。

瓦類には奈良～江戸時代のものがあり、奈良時代の

軒丸瓦は 6316種不明 (1点 )、 型式不明 (7点 )、 軒平

瓦は6732K(1点 )。 M(1点 )。 N(2点 )・ Q(3
点)。 R(2点 )。 X(1点 )。 Z(1点 )。 種不明 (1点 )、
6739A(1点 )、 6763A(1点 )、 型式不明 (3点 )の
計 25点である。平安時代以降の軒瓦は軒九瓦が 45点、

軒平瓦が 25点の計 70点である。その他、余良・平安時

代の面戸瓦 (2点 )、鴫尾 (2点 )、鬼瓦 (2点 )、埠 (33点 )

がある。鴎尾は頭部と鰭部の断片で、前者は S K 613、

後者は S E 501の枠内から出土した。なお、出土した頭

部に酷似する資料が西大寺に所蔵されている
1)。
輝には

平面が直角三角形のもの (2点)と 片面に段のあるもの

(3点 )の断片が含まれる。九瓦と平瓦の内訳は、九瓦

が 1,872点 (287,850g)、 平瓦が 5,002点 (754,395g)、 九

瓦か平瓦いずれか不明が 3,241点 (38,341g)である。他

検出遺構一覧表

遺構番号 棟方向
規模 桁行全長 梁行全長 柱間寸法 (m)

備考
桁行×梁行 (間 ) (m) (m) 桁行 梁行

S B202 南北 3× 2 24等 間 24等 間 SD第 16次調査成果から梁行 2間 と判明
S B203 南北 ■7等間 18等聞 柵列 (S A203)で はなく、建物と判明

S B207 東西 3以上 Xl以上 63以上 ■8以上 21等 間 西側の調査成果から、桁行は6間以上の建物になる

S B208 南北 4Xl以上 30以上 21等 間 S B209、 S K610よ りも古セ

S B209 南北 3以上 Xl 54以上 L8等 問 S B208よ りも新しく、S K610よ りも古し

S B210 南北 19等 聞 S K608よ りも新しセヽ

S B211 南北 1以上主×2 27以上 24等 間 S K609よ りも羽Fし ヤヽ

S A212 東西 2以上 西から39-48

遺構番号
掘形

主な出土遺物 備考
平面形 平面規模 (m) 深さ (m)

S K606 溝 状 南北45X東西21 )05(南半)～ 04(北半) 埋土は淡灰茶色粘砂

S K607 不整形 南北35X東西47以上 奈良時代土師器・須恵器 S K608よ りも古い

S K608 溝状 南北20× 東西88以上 005´-01 奈良時代土師器・須恵器、黒色土器A類 S K607よ りも剰庁しヤヽ

S K609 円形 南北42以上×東西60以上 奈良時代土師器・須恵器、砥石 S B2H、 S D101よ りも古い

S K610 L形 南北88× 東西44 灰釉陶器、瓦器、土師器羽釜 S B208よ りも新し▼ヽ

S D101 東西素掘溝 幅 12、 長さ125以上 )15(西端)～ 03(東端) 瓦器、瓦質土器橋鉢、青磁椀 S K609よ りも新しい
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1

預 詞 区 73

SD第 19次調査 SE502枠内出土土器 1/4

に雁振瓦 (22点)と 桟瓦が 11点 (130g)ある。

土器類には奈良・平安時代の上師器、須恵器、黒色

土器A類、緑釉・灰釉陶器、瓦器、瓦質土器、陶磁器が

ある。また、土師器椀Aに「夫」・同杯Aに「中」(SE
501枠抜き取り出土)、 黒色土器A類の椀か皿に「一」・

同椀に「十」(S E 502枠 内出土)、 陶器椀か皿に「六J(S

K619出土)と いずれも底部外面に墨書されたものが各

５，２９０　　‐二ＥＥＥ一一一【【　　　５３００

SD第 19次調査 遺構平面図 1/300

SD第 19次調査 発掘区西半全景 (東から)

SD第 19次調査 発掘区東半全景 (北から)
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1点出土した。図示した土師器杯・皿 (1～ 11)と 黒色

土器 A類椀 (12・ 13)・ 鉢 (14)は、残 りの良い黒色土

器A類がまとまって出土したS E 502枠 内のものである。

これら遺物の時期は、土師器杯 。皿の底部が丸底になる

傾向はあるが、口径 1lcm前後の小型のものが見られな

いことや黒色土器A類椀の形態などから、10世紀中頃～

後半のものと考えられる。他に緑釉・灰綸陶器なども出

土していることから、西大寺という遺跡の特徴が反映さ

れている土器群と言えよう。 (宮崎正裕 。池田富貴子 )

調査所見 想定していた坊間東小路は検出できなかっ

たが、三坪内で時期、構造が多様な丼戸を検出した。さ

らに江戸時代の遺構もみられる状況から、西大寺が創建

された奈良時代末より江戸時代に至るまで、一帯は連綿

と利用されていた様子がわかる。 (宮崎正裕)

1)奈良県教育委員会・奈良国立文化財研究所『西大寺防災施設工事発掘
調査報告書』西大寺 1990

口彪勢

30cal

出土鴫尾鰭部 (上 )。 頭部 (下)1/10SD第 19次調査 S E 502(西 から)

SD第 19次調査 検出遺構一覧表

遺構番号 棟方向
規模 (間 ) 桁行全長 梁行全長 柱間寸法 (m) 廊の出

備考
桁行×梁行 (m) (m) 桁 行 梁行

S B213 南北 OX2 27等間 25等間 西30 S A222、 S E508、 S K616、 S D102よ りも古ヽ

東西 21等 問 15等問 望物四隅の柱穴が大きく、棟方向が西で北に振れる

S B215 東西 4× ユ以上 23等問 S A219よ りも新しく、S E506、 S K613よ りも古ヤ

S B216 09等間 09寺間

南北 273 21等 間 S K615よ りも古し

S A218 え西 19等 間 二筋が西で北に振れる

S A219 南北 24以上 S B215よ りも古い。西4Rl柱か西妻柱の可能性もある。

束西 3以上 54以上 】ヒ倒社の可能性もある

S A221 栞西

S A222 東西 H以上 209以 上 19等 問 S B218よ りも新しい。東端でS A223に 繋がる。

S A223 2以上 57以上 南から2お■ 1 霊端で S A2221こ 繋がる

遺構番号
掘形 井戸粋

主な出■遺物 備考
平面形 平面規模 (r.a) 深 さ 構造 内法 (m)

不整形 南北50X東西50 方形縦板組隅柱横桟留 一辺 105
(枠抜き取り痕跡)塁書土器
(粋内)鴫尾、9世紀初の■師器 須恵器、黒色上器A
類杯、斎串、曲物

枠が一部抜き取られる。横桟は各面 2段あり、北 南面の桟
は東 西面に比べて、各段ともに02n程度高い。

S E502 偽丸方形
商北195× 東西

195
方形横板組 一辺095

(枠裏込)10世 紀中頃の黒色土器A類 (枠内)10世 紀
中頃～後半の黒色土器A壊椀、墨書土器、下駄、横櫛、
箸、曲物、鉄釘、鉄連

最下段の四隅に礎盤として、尊の断片を敷く

S E503 出丸方形 商北22× 東西19 下段 :方形板組 ―辺03
(枠裏込)土師器羽釜、瓦器椀
(枠内)瓦器抗、瓦質土器

上部の枠抜 き取 り痕跡は掘形内で収まる

S E504 不整形 南北32× 束西26
段

段

中

下

九角形縦板大組

桶

(中段枠内)13世 紀～ 14世紀中頃の土師器皿 瓦質土
器浅鉢

上部枠抜き取り。中段枠裏込から楔が出土。中段枠内法は08

n Xl17mの fFg円形で、下段内法は直径035m。

S E505 ¬形
東西09

下段 :出物 直径α28 12世紀末～ 13前 半の上師器皿 上部枠抜き取 り

不明
南北10以上 ×

東西22
16 下段 i曲物 直径06 14世紀の土師器羽金 発掘区外に続 く。上部枠抜 き取 り。 S B215よ りも新しい。

S E507 ¬形 直径175 円形石細 直径09
(枠内)奈良時代の瓦、瓦器、上師器皿 羽金、瓦質土器
青磁椀、白磁椀、砥石

石組の隙間に奈良時代の軒平瓦 平瓦を転用

S E508 ヨ形 直径125
上段 i円形瓦 石積
下段 :瓦 質土器発

段

段

上

下

直径06

直径05
(枠内)15世紀後半～ 16世紀初の瓦質土器羽釜 浅鉢
深鉢 指鉢、越州窯系青磁椀、漆器椀、箸、楕皮

S B213よ りも新しい。井戸底に底を打ち欠いた瓦質土器変を

正位置で置き、その裏込の上部に瓦を積んで井戸側とする。

S K611 1形
北

西

南

東

以上×
S K612よ りも古い

1形 南北 5× 束西 17 19 土師器皿、瓦器擁 S K611よ りも新しい

1形 南北20× 東西20 鴫尾、上師器羽釜、竜泉窯系青磁 S B215よ りも新しヽ

方形 南北 ×東西16 阿器福鉢

S K615 方形
北

西

南

東

3以上×
S A217よ りも新し

1形 南北 5× 東西18 土師器羽釜、瓦器、瓦質ユ器、華南産白磁皿 S B213、 S D102よ りも新しヤ

偶丸方形 南北 ×東西12 瓦質土器

呂丸方形 市北 東西15 瓦質土器括鉢、lt3器楯鉢

掲丸方形 南北 0× 束西22 瓦質土器橋鉢、陶器指鉢、墨書土器

潟丸方形 商引ヒ15× 束西 11 瓦質土器

S K621 不整形

素掘鴻
幅04～ 06、

長さ85以上
015～ 025 13世紀の土師器羽金 瓦器 S B213よ りも新しく、S K616よ りも古い

-8-



(3)H J513次 調査
調査地は平城京の条坊復原では右京二条三坊一坪の北

東部にあたり、すぐ北側には一条南大路が、東側には東

二坊大路が想定さる。同坪内ではこれまでに、 4件 (市

H」 第51次調査 :昭和58年度、国第183-18次調査 :昭

和62年度、市HJ第378-1次調査 :平成 9年度、市H

」第5H次調査 :平成15年 度)の調査が行われている。

これらの調査で、古墳時代の自然流路 1条、奈良時代の

掘立柱建物 1棟、掘立柱塀 l条、井戸 3基、土坑 1基、

中世の旧河川、小土坑、溝、井戸、近世の溝を検出して

いる。奈良時代の建物跡は少ない。今回の調査では、一

坪北半部の様相を把握すること、および条坊遺構の検出

を目的として実施した。

基本層序 上から、造成土 (約 1.2m)、 黒色土 (水田

耕土、約0。15m)と 続き、地表下約1.35mで 責灰色砂質

土の地山に至る。遺構面は地山上面で、地山上面の標高

は概ね70.Omである。

検出遺構 奈良時代後半～平安時代初頭の井戸 3基、
土坑 2基と奈良時代と思われる柱穴 1個があり、また、

江戸時代以降の耕作に伴う溝がある。井戸と土坑につい

ては下表の通 りである。

出土遺物 整理箱で19箱分出土した。出土遺物の大半
は8世紀後半～ 9世紀初頭の土師器 。須恵器、8世紀の九

瓦、平瓦である。そのほかに、製塩土器、漆が付着した

土師器 。須恵器、SE507から漆紙文書、弱翡が、SE505

から水晶等がある。以下で、漆紙文書について述べる。

漆紙文書は井戸 SE507か ら12片が出土した。すべて

断片となっていたが、非常に鮮明に文字が残っていた。

大きいものは一辺 7 cm程度、小さいものでは一辺 l cm程

度で、六十干支、五行 (納音 )、 七十二候、六十卦、吉

凶や生活指針を記した十二直の文字があることから暦で

あることがわかる。

出土した漆紙の断片には漆が円弧状に厚く付着する部

分があり、漆容器の縁に当たる部分であると思われる。

漆旗を保存するために用いる曲物や土器が円形であるた

め、「ふた紙」として用いられた漆紙文書はだいたい円

形か、あるいはそれを二つに折 りたたんだ半円形で残る

事が多い。漆が比較的厚く付着している部分の大きさか

ら、器の内径は約1 2cmに復原でき、杯または皿状の土

器の「ふた紙」として使用されたものと思われる。容器

HJ第 513次調査 遺構平面図 1/300

H」 第 513次調査 発掘区全景 (南から)

HJ第 513次調査 検出遺構一覧表

遺猫番号
掘   形 井戸枠

主な出土選物 備考
平面形 平面規模 (m) 深 さ (m) 構造 内法 (m)

管円形 案西30、 南北29 25以 上 方形縦板組横桟留
土師器、須恵器、製塩土器、電、漆付着土師器 須忠器、転用硯、
九 平瓦、徳、水晶

湧水が激 しく枠材崩壊のため完掘出来ず

S E506 掲丸方形 爽西0つ以上、前北20 土師器、須恵器、漆付着土師器、丸瓦
枠材抜き取 り。重複関係から SE507よ りも古

S E507 日丸方形 東西24、 南北24 方形縦板組横桟留

土師器、須恵器、製塩土器、漆付着土師器 須恵器 木製品、
霊書土器 (「 紀家 」、「 入 J)、 篭、転用硯、九 平瓦、盛、馬通、
漆紙文書

北東 北西 南束の隅柱の下に瓦 Elが置か
れる。墨普土器「紀家」は、皿Aの底部に書

かれてあり3世紀後半のもの

S K601 日丸方形 束西09、 南北 10
土師器、須憲器、製塩上器、ilt、 九 平瓦、斬の羽口、砥石、
炭

S K602 不整形 東西 15、 南北 17 04^-03 土師器、須忠器、平瓦、炭
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漆紙文書赤外線写真

出土した古代の具注暦

は大きさから小分け用 (パ レット)と みられる。漆紙文

書を読み解く際に、「ふた紙」の外側の面を「オモテ面」

と呼び、漆波と密着し、漆が紙に付いた内側の面のこと

を「漆面 (ま たは漆付着面)」 と呼ぶ。

「オモテ面」の記載内容をみると、写真 1にみえる「景

子」は干支の丙子が避諄により表記が変わったもので、

五行 (納音)の「水」にあたる。これに続く破片をつな

ぎあわせると、「執」という文字がある。「執」は十二直

で上部の「亥」から続き、「執」が「亥」にあたるのは

節月の五月であることから、「景子」に続く十二直は「破」

と判読できる。その他六十卦の「鼎内」、暦注の「大小」

や「大」という文字がみえる。写真 2では「日庚辰 金」
「幸巳 金」という千支の「庚辰」、「辛巳」と納音の「金」
の接続には矛盾はない。六十干支から写真 1か ら2の順

に続くことがわかる。中程の「成 温風至候」は七十二

候の六月節初候であり、この日が6月 節の小暑となるの

で、残画については「六月 (節 )」 で矛盾はないとおも

われる。左上の「閉」は節月の六月の午にあたり、千支

は壬午となり、上段の「辛巳」の次行の十二直とみられ

出土漆紙文書釈文

る。この年の小暑は「庚辰」の前日である己卯であるこ

とがわかる。また下段に「大歳」という記載がみえるが、

儀鳳暦では大歳と小歳が一致する場合に「大小歳」とす

る以外は大歳を歳とのみ記すことから、この暦は大行暦

以降のものであることもわかる。大行暦が用いられるよ

うになった天平宝字 8(764)年以降、9世紀前半までで、

小暑の六十千支が己卯に当たる年をさがしてみると、宝

亀 9(778)年以外にないことがわかる。また、5月 29

日の「火執 大小」、6月 1日 の「景子水破 □鼎」、 4
日「温風至候」、5日 の「大歳後」、6日 の「大歳後天」、

7日 の「大夫豊 大歳後天恩」のいずれもが一致する。
よって、この具注暦が宝亀 9(778)年 5月 29日 ～6月

7日 ものであることがわかる。しかし本来ならば6月 6

日にあるはずの「除手足甲」の記載が、 1日ずれた6月

5日 に「手足甲」となり、月建記事が書かれていないな

どの間違いがみえる。正倉院に残る具注暦をはじめ各地

から出土している具注暦には必ずといってよいほど誤写

がある。また、「漆付着面」にも「去就」「権」「位」「

□ 〔変力〕」などの文字が確認できたが、その内容につ

いては不明である。これまでに具注暦の出土は20例が

知られている (表参照)が、本例は平城京内では初めて

の出土で、大行暦としては最古の例となる。

調査所見 今回の調査では条坊に関する遺構は確認で
きなかった。また、この坪では井戸に比べて、建物跡が

少なく、今回検出した柱穴も残存状況が良くない。後世

にかなり削平を受け奈良時代の遺構の大半は壊されてい

るものと思われる。 (山前智敬 )

漆紙文書の解読については、名古屋大学大学院文学研究科助教授古尾谷知

浩氏ならびに奈良文化財研究所資料調査室にご教示をいただいた。また赤外

線写真は奈良文化財研究所中村一郎氏の撮影による。記して感謝します。

遣   跡   名 種 別 暦   年 暦 名

石神遺跡 (奈良渠明日香村 ) 持統天皇 3(689)年具注暦 元嘉暦

城山遺跡 (語岡県浜松市) 木 術 神亀 6(天平元、729)年具注暦 儀鳳暦

3 武蔵台遺跡 (東京都膚中市) 漆紙文書 天平勝宝 9(あ7)歳具注暦 儀風暦

4 秋コ城跡 (秋田市) 14・紙文書 天平宝字 3(7働 )年兵注暦 儀瓜暦

山王遺跡 (宮城県多賓城市) 漆紙文書 天平宝字 7(菊3)年兵注暦 儀夙暦

6 平城宮跡 (奈良市 ) 木 簡 年未詳具注暦 儀風暦カ

平城京跡 (右京二条三条―坪 ) 漆紙文書 宝亀 9(773)年 具注層 大街暦

多賀城跡 (宮城県多賓城市) 漆紙文書 宝亀■ (780)年 具注暦 大行暦

鹿の子 C過跡 (茨城県石岡市 ) 漆紙文書 延暦 9(790)年 兵注暦 大行暦

胆沢城跡 (岩手県奥州市) 漆紙文書 延暦 22(803)年兵注潜 大行暦

胆沢城跡 (岩手県奥

"市
)10の 裏面 漆紙文書 廷暦23(8114)年 具注暦 大行暦

大浦 B遺跡 (山形県米沢市 ) 漆紙文書 延暦 23(804)年 具注暦 大行暦

鹿の子遺跡 e地 区 (茨城県石岡市 ) 漆紙文書 年代未詳 (延暦年間力)具注暦 大術暦

多賀城跡 (宮城県多資城市) 漆紙文書 弘仁 12(821)年 具注暦 大術暦

胆沢城跡 (岩手県奥州市 ) 漆紙文書 粥祥元 (848)年 具注暦 大行暦

東の上遺PFN(埼 玉県所沢市) 漆紙文書 年末評具注暦 大行暦カ

え部遺跡 (辞馬県太田市 ) 漆紙文書 年末詳具注暦 大術暦 カ

磯岡遺跡 (栃木県上三川町 ) 漆紙文書 年末評具注暦 宣明暦カ

多資城跡 (宮城県多賀城市) 漆紙文書 年末評具注暦 不明

払田絡跡 (秋田県大仙市 ) 漆紙文書 年末詳具注暦 不明
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平城京跡 (右京八条四坊八坪)の調査 第514次

調査次数   H」 第514次

工事内容   宅地造成

届出者名   株式会社ベース

調 査 地   奈良市七条西町一丁目1057の一部他

調 査 期 間  平成16年 5月 6日 ～5月 28日

調 査 面 積  200ゴ

調査担当者  秋山成人

発掘区位置図 1/6,000

基本層序 地形は、丘陵尾根南側斜面に位置し、北西
から南東方向に下降している。上から黒灰色土 (表土)0.2

m、 灰色±0.25m、 灰褐色±0.35m、 褐灰色±0.3m、 淡

黄褐色±0.lm、 赤褐色±0.25mと 続き発掘区中央に黄白

色粘質土 (整地上)0.25mと 発掘区南半に茶褐色土 (整

地土)0.25mが部分的に広が り、以下責灰色土 (地山)

が堆積する。遺構検出面の標高は、発掘区北西隅で79,6

m、 発掘区南東隅で74.5mである。

検出遺構 S B01は 、桁行 2間 (3.3m)以上、梁行

2問 (3.Om)の南北棟建物 と考えられ、北から 1間 目

に間仕切 りがある。柱間寸法は、桁行が北から1.5m―

1,8m、 梁行が1.5m等間である。柱掘形から奈良時代 (8

世紀)の須恵器奏片、柱痕跡から奈良時代 (8世紀)の

上師器奏片、須恵器杯片が出土した。 S B021よ 、発掘

区南半で検出した桁行 2間 (3.3m)以上、梁行 2問 (3.6

m)の東西棟建物である。柱間寸法は桁行が西から1.8m、

梁行が1,8m等間である。柱掘形から奈良時代 (8世紀 )

の土師器小片、柱痕跡から奈良時代 (8世紀)の須恵器

小片が出土した。

出土遺物 出土遺物の多 くは、淡黄褐色土から出土し
ており、奈良時代 (8世紀)の土師器甕・杯・杯蓋・高

杯・皿、須恵器杯・杯蓋・壼・平瓶が遺物整理箱に4箱

分ある。その他に、弥生土器 1点。奈良時代 (8世紀 )

の九・平瓦が 1箱ある。

調査所見 調査地は、傾斜面の為、掘立柱建物等の遺

遺構平面図 1/200

構が存在する可能性は低いと思われた。しかし調査の結

果、丘陵の傾斜面を整地して建てられた奈良時代の掘立

柱建物を 2棟検出したことで、当時の土地利用状況を把

握する上で重要な資料を得た。

発掘区全景 東から

アミ掛けは黄白色粘質土 (整地上)範囲
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4.油坂遺跡 。平城京跡 (左京三条東四坊大路)の調査 第515次

平成16年 7月 20日 ～9月 7日調 査 期 間調査次数   HJ第 515次

239∬調 査 面 積工事内容   芝辻大森線街路整備補助事業

秋山成人調査担当者通知者名   奈良市長

調 査 地   奈良市大宮町二丁目124-3他

発掘区位置図 1/6,000

基本層序 上から造成土、黒灰色土 (水田耕土 )、 茶
褐色土、黄灰色砂礫、黄灰色土、掲色土、淡黄灰色土と

続き、その下に2条の自然流路の地積があり、地山の責

灰粘質土、黄灰色粘土、青灰色砂礫に至る。

検出遺構 造構面は2面あり、それぞれで遺構検出を
行った。下層の遺構面は、自然流路埋土の暗黄灰色土及

び淡黄灰色粘質土上面で、土坑を検出した。 S K01～

04は平面不整形の土坑で、一辺2.0～ 3.5m、 深さ0.22～

0.52m。 埋土は褐色土で遺物は出土しなかったが、古墳

時代前期初頭以前と考える。上層の遺構面は、褐色土及

び淡黄灰色土上面で、弥生時代後期末から古墳時代前期

初頭の溝・井戸 と奈良時代の道路 。道路側溝、南西隅

拡張部の黄灰色土上面で江戸時代の井戸を検出した。 S

D05は北東から南西方向に廷びる溝で、長さ3.5m以上、

幅2,7m、 深さ1.lm。 埋土は 9層からなり褐色粘質土か

ら弥生時代後期末の奏が出土。 S E06は 発掘区北西部

で検出した井戸で、径26m、 深さ1.95m。 掘形は平面円

形、二段に掘られている。埋土は暗灰色土、古墳時代前

期初頭の奏 (庄内式)、木片が出土。 S F07(東四坊大路)

は検出幅13.2m。 発掘区外東へ広がる。路面舗装は無く、

大路に平行する南北方向の細い溝が数条みられる。長さ

■5～ 8m、 幅0.1～015m、 深さ0.03～ 0,lm。 埋土は褐

灰色砂で、須恵器奏小片が出土。 S D08は発掘区西南

隅拡張部で検出した東四坊大路西側溝で、東肩部を検出

した。長さ2.Om、 幅1.lm、 深さ0.6mま で確認した。埋

上層遺構検出面 (南から)

土は上層が暗黄褐色土、下層が灰色粘質土。下層から須

恵器小片が出土した。 S E09は発掘区南西隅拡張区外

へ広がる井戸で、掘形と井戸枠抜取 り痕跡の一部を検出

した。掘形は垂直に掘 り込まれている。抜取穴埋土は黒

褐色土で、江戸時代の肥前産磁器が出土した。

出土遺物 遺物整理箱にして土器類 3箱、瓦類 1箱 と、
サヌカイト製石器 (削器、石鏃未製品、剥片)4点、木
片 8点、桃の種 2点がある。

調査所見 平城京東四坊大路路面及び西側溝を推定ど
おり検出した。また、過去の周辺での調査において、弥

生時代後期末から古墳時代前期初頭にかけての溝を検出

していたが、今回、さらに溝 。井戸を検出したことから

付近にこの時期の集落が存在する可能性が高くなった。

下層遺構検出面 (北から)
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|      千

造成土

黒灰色土(耕作■)＼

茶褐色土

早灰色砂質土

灰色土

黄灰色砂礫

黄灰色土

8 灰色±    ■ 淡褐色±   14 褐色粘質± 17 灰色砂
9 暗黄褐色±  12 茶掲色砂質± 15 黒色粘±  18 暗黄褐色粘質土
10 灰色粘質±  13 淡灰色lr1/N   16 黒灰色粘± 19 暗灰色砂

発掘区南壁土層図 1/80(9'10 SD08、

20 黒灰色粘質土 努 淡褐色土 鍋 淡灰色砂
21 淡黄灰色±  2 灰色砂礫 27 暗灰色砂礫
盟 暗黄灰色±  25 灰色砂  28 褐色粗砂

12～ 20 SD05、 21～ 28自然流路 b、

29 浜褐色±    35 責灰色粘砂
30 淡黄灰色粘質± 36 Πき黄灰色砂質土
31 暗褐色粘質上

0

32   /

基《、_」 尊 融語線垂
37 暗茶灰色砂

38 責灰色粘質土

39 黄灰色粘土

40 青灰色砂礫

3m

16.465

30～ 37自 然流路 a)

16,460

146,385   -

146,390   -

遺構平面図 1/200

溝 SD05(南西から) 溝 SD08(北から)
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調査次数   HJ第 516次
工事内容   グループホーム新築
届出者名   有限会社コクセイ
調 査 地   奈良市法華寺町1416番 1

調 査 期 間  平成16年 7月 12日 ～7月 13日

調 査 面 積  37ポ

調査担当者  三好美穂

5。 平城京跡 (左京一条三坊十五坪)の調査 第516次

ず |

寸
~,
!        1ヽ11「ヽ熊 編ゞ1世F¬ F__」勲二拶
市立―条高校     o                      200m
″

発掘区位置図 1/6,000

調査地は、左京一条三坊十五坪の南東部に位置する。

左京一条三坊十五坪については、これまでに国道24

号線の敷設に伴う調査
1)(国
第55。 56次調査 :昭和44年

度)が行われており、十五坪と十六坪は一宅地とみられ

ている。

今回の調査は、建設される建物基礎は浅く、遺構面ま

でに到達しないことから、浄化槽を設置する部分を中心に

東西約12m、 南北約 3mの発掘区を設定して実施した。

基本層序 造成上 (0.3～0.4m)の下に耕土 (約0.2m)、
淡黄灰色砂 (0.05m)、 灰色砂が混じる責褐色砂質粘土

(0,05m)、 灰色砂が混じる責灰色粘土 (約0.2m)、 灰色

砂が混じる茶褐色砂 (約 0。2m)、 奈良～平安時代の土師

器、須恵器片や瓦片を含む茶灰色砂礫 (約0,2m)と なり、

現地表から約1.1～ 1.2mで黄褐色粘砂、灰色砂が混 じる

暗褐色粘質土となる。遺構検出は、黄褐色粘砂上面で行っ

た。

検出遺構 発掘区の北西隅で、黄褐色粘砂上面から掘
り込まれた土坑 S K01を 検出した。 S K01の 平面形の

大きさは東西1.8m以上、南北1.Om以上で、検出面から

の深さは約0.4mあ る。淡茶褐色粘砂で埋まるが、出土

遺物は無く時期は不明である。

出土遣物 大半が責褐色粘砂の上に堆積する茶灰色砂
礫から出上したもので、土師器片 (皿 A、 杯または皿、

奏)・ 須恵器片 (杯、壷A蓋、甕)・ 製塩土器片・丸瓦片 。

円筒埴輪片などがあるが、いずれも小片で量もわずかで

、
畝
……―
堤

Ｒ‐鍋篤
「上

ニヒニ_」
1造成上          5黄 灰色粘土+灰色砂    9黄 褐色粘砂 (遺構面 )
2耕±           6灰 色砂十茶褐色砂     lo暗 褐色粘質土■灰色砂
3淡黄灰色砂        7茶 灰色砂礫 (土器片含む)
4黄褐色砂質粘上十灰色砂   8淡 茶褐色粘砂 (SK01)

発掘区西壁土層図 1/100

ある。土師器皿A破片は、器壁が薄く、口縁部が外方へ

大きく開いてお り、 9世紀後半～10世紀初頭に位置づ

けられるものである。

調査所見 今回の調査は小規模なもののため、顕著な
遺構の検出はなかったが、遺物包含層に平安時代前半の

上器が含まれることが確認できた。

十五・十六坪の遺構は、奈良時代の初頭の遺構と奈良

時代末から平安時代初期の遺構からなることがこれまで

の調査から指摘されている。

東三坊大路東側溝 S D650か らの出土した大量の平安

時代の遺物や南接する十三・十四坪の平安時代の建物群

や井戸などの遺構とともに今回の調査も古代の奈良坂と

される東三坊大路沿いが平城廃都後も盛んに利用された

ことをうかがわせる。

1)奈良国立文化財研究所「平城宮発掘調査報告Ⅵ」1975

発掘区全景 (東から)
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平城京跡 (二条大路・右京三条四坊九坪)の調査 第517・ 524次

調査次数

工事内容

通知者名

調 査 地

H」 第517・ 524次

大和中央道街路整備臨時交付金事業 (菅原工区)

奈良市長

奈良市菅原町639-2他

調 査 期 間

調 査 面 積

調査担当者

517次 平成16年 7月 26日 ～12月 28日

524次  平成17年 1月 6日～3月 11日

517次  1,100nf   524渉( 458ゴ

久保清子 山前智敬

調査地は、平城京の条坊復原では、右京三条四坊九坪

の西辺及び二条大路が想定される地点にあたり、北と南

にある段丘にはさまれた、西から東へ緩やかに下がる沖

積地上に位置している。また、調査地から南と西側に向

かっては一段低い谷地形となっており、調査地西側の今

池はこの谷を堰き止めて造られている。

基本層序 発掘区の層序は、この旧地形の影響もあり、
一定ではない。北から順に概述すると、第524次調査発

掘区では、上から耕土、灰色砂質土、橙灰色砂質土、黄

灰褐色砂質土、13世紀の水田耕土である灰黄色粘土と

続き、地表下約0.6mで黄褐色粘上に達する。第517次調

査北発掘区の北西部では、上から水田耕土、灰色砂質土、

明橙灰色粘土、橙灰色砂質土、責灰褐色砂質土と続き、

地表下約0.5mで黄灰色砂に達する。北東部では、黄灰

褐色砂質土の下には、13世紀の水田耕土である灰黄色

砂質土 (0.2～ 0,3m)と 灰黄色粘土 (0.2～0.3m)が堆積し、

地表下約1.Omで黄灰色砂に達する。北発掘区南半から

南発掘区北端にかけては、上から耕土、灰色砂質土、橙

灰色砂質土、黄灰褐色砂質土、灰褐色砂質土と続き、地

表下約0.5mで縄文時代の石器、土器、炭化物を包含す

る責灰色シルト層に達する。一方、南発掘区では、鎌倉

時代以降の水田造成による削平を受けているため、耕土、

灰色砂質上の直下、地表下約0.3mで淡灰色砂 と茶灰色

粘上の混合土、黄灰色シルトもしくは黄灰色砂等の旧河

川堆積土に達する。南発掘区西半中央付近では、耕土直

下で、旧1可川の下層にあたる責灰色砂礫層に達する。一

方、発掘区南端は、調査地の南側にある谷筋に向かって

下がる斜面上にあたるため、13～ 18世紀の遺物を包含

する埋土が南に向かって厚 く堆積している。

遺構検出は、第524次調査発掘区では、責褐色粘土上

面 (標高80.4～80.6m)、 第517次調査北発掘区では、黄

灰色砂及び黄灰色シルト上面 (北西～南半の標高80.3m、

北東の標高79.8m)、 南発掘区では、旧河川埋土上面ま

たは黄灰色砂礫上面 (標高80.2～ 80.5m)で行った。

検出遺構 古墳時代以降の素掘 り溝 3条、土坑 3基、

奈良時代の掘立柱建物 1棟、掘立柱列 2条、土坑 1基、

哩 ―十 ~~~~´ イ

0             2m

0            2m

(上)町 第 517次調査北発掘区東壁土層図、 (下)同南発掘区分析試料

1黒灰色土 (耕土 )
2灰 色砂質土
3明 橙灰色粘質土
4構 灰色砂質土
5黄 灰褐色砂質土
6灰 黄色砂質土 (炭・/1ヽ石・Mn含む)
7灰 褐色粘質土と黄灰色粘上の混合土 (炭含む)
8灰 色粘土 (SD12埋土 )

17  9灰 色粘土と灰色砂の混合土 (炭含む。SD12埋 土 )
10灰色粘土と灰色粗砂の混合土 (SD12埋土 )
11黄灰色砂
12黄灰色粘土
13青灰色粘土
14青灰色シルト
15青灰色シルト(緑褐色斑文入る)
16灰色砂 (湧水層 )
17黄灰色粘土と責灰色細砂の混合土
18黄灰色粘土と灰褐色砂の混合土 (石器 土器・炭含む)
19青灰色ンルトと灰色砂の混合土 (炭含む)
20黄灰色粘土 (試料B採取層 )
21黄灰色シルトと褐色砂の混合土
22褐色細砂
23淡黄灰色シルト
24淡灰色シルト(橙色班文入る)
25灰茶色砂
26黄 白色粘土
27灰黄色砂 (橙色班文入る)

B採取地点土層図 1/80

９
ィ一

‐３
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HJ第 524次調査 発掘区全景 (南から)

口」第 517次調査 北発掘区全景 (南から)

HJ第 517・ 524次調査 発掘区全景 (上が北)

H」 第517次調査 南発掘区全景 (北から) 巨」第 517次調査 南発掘区下層調査区 石器出土状態 (南から)

H」 第 517次調査 SD15全景 (東から) HJ第 517次調査 南発掘区下層調査区 石器出土状態 (南から)
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流路 1条、鎌倉時代の水田5面、畦畔 2条、室町時代以

降の土坑 1基、時期不明の土坑 3基がある。

二条大路想定箇所である第524次調査区及び第517次

調査北発掘区北半では、黄灰褐色砂質上下で13世紀の水

田 5面を検出した。西側の水田 1(東西3.5m以上、南

北12.Om以上)及び水田 2と 東側水田3(東西10.Om以上、

南北13.Om以 上)及び水田4(東西9.Om以上、南北18.0

m)間 には段差があり、東側水田の方が低い。東西水
田間の畦畔は削平されて残っていない。また、南北の水

田間 (水田 1'3と 水田 2・ 4間及び水田5(東西H.0

m以上、南北7.Om以上)間 には、地山を削 りだして造

られた畦畔 1・ 2の基底部 (幅 0.6～ 0。9m、 残存高0,1～

0.2m)が残っていた。検出面から水田面までの深さは

0.1～ 0.3mで、水田面においては、耕作に使用されたと

みられる牛の足跡を多数確認している。水田耕土である

灰黄色粘土からは縄文～弥生時代の石器、 8世紀の須恵

器 。土師器・製塩土器・土製品 。瓦樽、12～ 13世紀の

瓦器・土師器・須恵器・輸入陶磁器・焼締陶器、軒丸瓦

(巴文)、 銭貨 (天薦通費 )、 時期不明輔羽口・炉壁・鉄

滓が出土した。なお、二条大路は、右京部分では4地点 (国

第143・ 133次調査・市HJ第 169'173。 184。 196-1
・2調査)において南側溝が検出されており、その成果

から、畦畔 2と 南側溝想定箇所はほぼ一致することがわ

かった。次に水田 4下において、一辺0.5～ 5,9m、 検出

面からの深さ0.1～ 0.2mの平面が不整形な土坑 S K02～

06及び幅0.2～ 0.3m、 検出面からの深さ0,lmの溝 S D01

を検出した。 8世紀の須恵器が出上した S K05以外は、

土師器、須恵器小片のみ出土もしくは出土遺物がないた

め明確な時期及び性格は不明である。重複関係から、 S

D01は S K02よ りも古い。 S K071ま一辺2.0～ 2.lm、 検

出面からの深さ02mの平面が不整形な土坑で、畦畔 2

の上面から掘られている。畦畔 2の南側、九坪北端にあ

たる地点では水田5下で、東西 3間 (5.4m:1.8m等間)

の掘立柱列 S A08、 東西 1間 (1.8m)以上の掘立柱列

S A09、 その南側で幅1.0～ 3.Om、 検出面からの深さ0.1

mの東西方向の溝 SDH、 桁行 2間 (3.6m)、 梁行 2間 (2.7

m)の東西棟掘立柱建物 S B10を検出した。これらは、

奈良時代のものと考えられる。さらにその南側では、幅

1現 代攪乱土
2黄 灰色砂質土 (石器 炭含む)
3黄 灰色シルト(石器含む)
4灰 橙色シルト(石器含む)
5灰 黄色粘土 (細砂 石器含む)
6淡 灰色粘土 (橙色瑳文入る石器含む)
7灰 黄色粘土 (橙色班文入る)
8淡 灰色粘土と灰色シルトの混合土
9灰 黄色細砂
10暗灰色粘土 (石器含む)

ー
HJ第 517次調査 北発掘区 b地点土層図 1/100

七=正三‐T可
~¬

「

―
・
―――――――一二聟

IIta

H」第524次調査発掘区

H」第517次調査北発掘区

試料 C採取地点

H」第517次調査南発掘区

146120

土層図報告箇所

石器集中出土範囲

下層調査区
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遺構平面図 1/600
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■0～ 3.Om、 検出面からの深さ1.0～ 1.3mの流路 S D12が

谷地形に沿って北東から南西に流れる。上層埋土からは

8世紀の須恵器・土師器、13世紀の瓦器・須恵器・土師

器・輸入陶磁器が、下層埋土からは縄文～弥生時代の石

器、 8世紀の須恵器 。土師器・製塩土器・土製品 。瓦碑

が出土した。 S D12南側では、縄文時代の遺物を包含す

る責灰色シル ト上面で、幅0.5～ 1.5m、 検出面からの深

さ0.1～ 0.4mの 断面形 U字形の溝 S D13と 径2.Om以上、

検出面からの深さ0.5mの平面が不整円形の土坑 S K14

を検出した。 S D13か らは 8世紀の須恵器、 S K14か

らは縄文～弥生時代の石器、時期不明の須恵器が出土し

た。第517次南発掘区南端においては、13～ 18世紀の土

器、陶磁器を包含する谷の北斜面の堆積上の下で、幅3.0

m以上、検出面からの深さ1.Omの東西方向の溝 S D15

を検出した。溝の東半は13世紀以降に削平されているた

め残っていない。上層埋土からは6世紀後半～ 7世紀前

半、 8世紀の須恵器・土師器が、下層埋土からは6世紀

後半～ 7世紀前半の土師器が出土した。

下層調査 今回第517次北発掘区南半部での調査中
に、遺構埋土及び遺構検出面である責灰色シル ト層から

多数のサヌカイト製石器が出土したことから、発掘区内

を6カ所掘 り下げ、土層観察を行った。その結果、遺構

は見つからなかったものの、 S D12の 南側の広範囲に

おいて、石器、縄文土器片、炭化物を包含する層が複数

層にわたって堆積することが半J明 した。そのため、特に

石器が集中する地点において 2箇所、石器と土器の出土

位置を記録しながら、包含層の掘削作業を行った。

第517次北発掘区A地点では、東西 lm、 南北 5mの

範囲を、第 1層灰褐色砂質土と橙灰色粘土の混合土 (0.1

～0.15m)、 第 2層責灰色粘土と灰色砂の混合土 (0.2m)

までを掘削した結果、サヌカイ ト製石鏃20点、楔形石

器 4点、石核 1点、加工痕有剥片 6点、剥片119点、砕

片1,513点、チャー ト製砕片 1点、計1,664点、縄文土器

破片30点が出土した。

南発掘区B地点では、東西 2m、 南北 6mの範囲を、

第 2層黄灰色砂質土 (0.1～ 0.15m)、 第 3層黄灰色シル

ト (0。2m)(掲 載下層土層図対応)ま でを掘削 した結

果、サヌカイト製石鏃32点、楔形石器13点、削器 1点、

石核 5点、加工痕有剥片12点、使用痕有剥片 1点、剥

片149点、砕片708点、チャー ト製砕片 2点、計923点、

土器破片340点が出土した。さらに下の遺物包含状態を

確認するため、a、 b2地点で堆積土をサンプル採取し、

師を用いて水洗選別した結果、 a地点では上から5層 目

まで (検出面下1.Om)、 b地点では第 2～ 6。 10層 (掲

載下層土層図対応、検出面下1.3m)ま では確実にサヌ

カイト製石器が含まれることが判明した。

第524次発掘区内においてもC～ Fの 4地点に試掘坑

を設けて、土層観察を実施したが、鎌倉時代の水田面で

ある責褐色粘土の下には、旧河川堆積層があるのみで、

遺構及び遺物包含層はなかった。

出土遺物 遺構及び遺物包含層から縄文土器が遺物整
理箱で 1箱、弥生土器、古墳時代の土師器・須恵器 。埴

輪、奈良～平安時代の土師器・須恵器・土製品・灰釉陶

器、鎌倉時代の土師器 。須恵器 。瓦器 。焼締陶器、輸入

陶磁器、江戸時代の国産陶磁器が合わせて11箱、奈良

時代及び平安時代以降の瓦樽類が 6箱、銭貨 4点 (天薦

通資 :北未・初鋳1017年 1点、、銭文不明 3点 )、 時期

不明の金属製品・鋳造関連遺物 1/3箱、縄文・弥生時
代石器3411点、弥生時代の石包丁 1点、時期不明の砥

石 4点等が出土した。

調査所見 調査結果から、調査地の旧地形が起伏に富
んでおり、浸食と堆積による地形の変化がみられること

が判明した。南北の段丘に挟まれた谷筋にあたるSD
12南側付近には、周囲から土砂が流れ込んだ結果、遺

物包含層が形成されたと考えられる。この遺物包含層か

らは、縄文時代の剥片及び砕片を中心とする多数のサヌ

カイト製石器及び土器の破片が出土したことから、調査

地付近に石器製作地があった可能性が考えられる。

また、今回南発掘区で確認した旧1可川の 3地点におい

て埋土最上層に含まれる炭化物を採取 し、放射性炭素

年代測定を実施したところ、試料Aと Bは補正
14c年
代

2,010± 40(年 B.P.)、 暦年代 (calB.C。 )10年、試料 C

は補正
14c年
代 1,860± 40(年 B.P.)、 暦年代 (cЛA.D.)

130年という結果を得た。このため、弥生時代前半には、

ほia埋没していたとみられる。

一方、奈良時代の九坪の様相については、南隣の十

坪 (市試掘第89-5次・市HJ第 386次・県2000年 度
調査)では、奈良から平安時代にかけての建物や井戸等

が複数見つかっているのに姑して、宅地利用に関連する

同様の遺構はほとんど見つかっていない。また、二条大

路に関する遺構も見つからなかった。その理由としては、

今回の調査地が坪の西端であるというだけではなく、地

形が起伏に富んでいるため、鎌倉時代以降に水田造成に

よって遺構面が削平されたためと考えられる。

なお、永仁六年 (1298)層西大寺三宝料田寄進目録』に

は、右京三条四坊九坪について「字法陀寺」、右京二条四

坊十三坪について「南大路也、法世寺」という注記があ

る。現在も調査地一帯の字名が「法専寺」であり、付近

にかつて寺院が存在したと推定されるが、今回の調査で

は、寺院に関わる遺構・遺物の検出はない。 (久保清子)
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7.平城京跡 (左京六条一坊十三坪)の調査 第518次

調査次数   H」 第518次

工事内容   店舗新築

届出者名   奈良 トヨタ自動車株式会社

調 査 地   奈良市人条五丁目412-4他

調 査 期 間  平成16年8月 23日 ～10月 28日

調 査 面 積  900ポ

調査担当者  武田和哉

ど~

4上起呈D]  1/6,000

当坪内では過去に2例の調査例があり、このうち奈良

大学が昭和60年度に実施した発掘調査区は、本調査地

の敷地内南東側に隣接している。

基本層序 発掘区内では、上から順に、造成土 (約
1.4～ 1,7m)があり、ついで黒褐色土 (耕土 :約 0.lm)、

暗褐色粘土 (床土 :約 0.3m)、 暗茶褐色粘土 (03～ 0.4m)

と続き、現地表下約2.1～ 2.5mで茶褐色粘土または暗褐

色粘土の地山に至る。奈良から平安時代の遺構面は、地

山の上面であり、標高は55.6～ 56.Omである。

検出遺構 発掘区内では、奈良時代以前の溝、奈良～

平安時代前半の建物 8棟 と溝 2条、室町時代に埋没した

河川等を検出した。主要な遺構のデータは、奈良大学が

148018

200m

LH‐ 580

1:造成上 2:黒褐色土 〔耕土〕 3:暗褐色粘上 〔床土〕 4:暗茶褐色土 〔包含層〕 5i暗灰褐色土 〔包含層〕 6:茶灰色土 〔素掘溝埋土〕 7:暗茶褐色土 〔や
や砂っぽい〕8:暗灰色粘砂 9:茶灰色粗砂 10:暗茶灰色砂 11:茶灰色砂 121暗灰色粘土 上3:暗褐色粘砂上 14:淡茶灰色砂 15:黒 褐色粘砂十灰色砂 〔や
や褐色がかる〕 16:淡茶灰色砂 17:淡茶灰色砂質± 18:黒褐色粘± 19:淡茶灰色砂 20:暗褐色粘質± 21:茶灰色砂 22!灰褐色粘± 28:灰褐色
粘± 24:暗灰褐色粘細砂 25:暗緑灰色粘細砂 26:暗緑褐色粘細砂 27:暗緑褐色粗砂 28:茶掲色粘± 29:暗茶褐色粘± 30:暗茶褐色粘土 :31:暗
茶褐色粘± 32:暗掲色粘土 〔地山〕 【7～ 23:河川 12埋土】〔24～ 27:S D 01坦土】

発掘区西壁土層図 (一部)1/100
検出遺構一覧表

建物遺構呑号 棟方向
規 模

FIB行全 長 梁行 全 長 /TI間寸 llgの 迅
備考

(rn) (m 析 (m)

も必UZ 山 21寺 間 爾1む
S F308 2 FgH

g肩守

S B04 真 西 21等 間 L8F手間 S B03よ り新しし
S B05 4(),大「 20筆:間 5筆:闇 鯰 lT建 物

S B06 15以上 と5等間 15等 間 鯰柱 建物

S B07 え 西 21写吾間
ミROR R4 21等 間 ミR07よ り新 Iフ ヤ
もB09 東 西 4× Z も4 21等 FEg 21等間 止 tJ」舅

遺構番号
掘 形

主な出土遺物 備考
平 而 形 平 而 岬 構 没 ト

S D01 不 整形 長 さ9以上、幅 12～ 6以上 06～ 13 土器細 片 (時期不 明 ) 潰構 面 下層 よ り掘 り込 まれ る

S D10 痣西溝 星 さ 1以 L、 幅09～ 1 02●D tF7大条粂間南小路北イ貝J属
R Dl 主捌お書 任 さ5以 卜、 幅 26～ クR 余良～平安時代前半須恵器・土師器 維常大会楽 PBR首ホ 路南 佃‖溝

河 川 1 辱XRR吸 卜、 幅A～ 0 14～ 殊生、奈 良 ～室 町時代 の上器  陶器等 サ ルノ コ シカケ遺体 出土
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昭和60年度に実施した東南隣接地の発掘区の調

査所見とも併せ、前頁の遺構表にまとめた。

以下、検出遺構の概要について述べる。 S D01

は発掘区の西辺で検出した溝。遺構検出作業を実

施した奈良～平安時代の遺構面の下約0.6m付近

より掘り込まれており、層位の状況から、奈良時

代以前の遺構と考えられる。

奈良～平安時代初期の遺構に関しては、東西棟

掘立柱建物が 5棟、南北棟掘立柱建物が 3棟、そ

れぞれ確認された。このうち、倉庫等に想定され

る総柱建物は2棟ある。このほか、発掘区北西部

で検出したS D10・ Hは、遺構の位置や出土遺

物等からみて、それぞれ六条条間南小路の北・南

側溝に相当すると考えられる。 S D10・ Hの位

置は下記の通りである。

SD10溝心 (X=-148,010.6m Y=-18,102.Om)

SDll溝 Jさ (X=-148,017.7m Y=-18,102.Om)

また、河,I112は発掘区北東から西辺中央付近

にかけて検出した。遺構の重複関係からみて、奈

良～平安時代初期の掘立柱建物の柱穴より新し

い。北東から南西方向へ流れていた模様。埋土の

状況から、概ね2～ 3時期の河床の痕跡が確認さ

れ、埋土上層には16世紀の瓦質土器が含まれる。

出土遺物 遺物整理箱で13箱分が出土した。
その内訳は、弥生土器片、古墳時代の円筒埴輪片、

奈良～平安時代前半の須恵器片・土師器片・瓦

片・墨書土器片 (「 木」5点、「東」1点 )。 円面

硯片・線刻土器片・製塩土器片 。竃片・土馬片、

鎌倉時代の瓦器片、室町時代の瓦質土器片、時期

不明の土製品 (球状)。 植物遺体 (ド ングリ・サ

ルノコシカケ等)・ 石器 (サヌカイト剥片)、 金属

片 (鉄)等がある。出土遺物の大半は、奈良～平

安時代の土師器片・須恵器片である。

調査所見 奈良～平安時代前半の建物遺構につ
いては、遺構の重複状況等から、概ね3時期程度

の変遷が確認できる。加えて、規模・構造的に同

じか近似している建物を、同じ場所において建替

えしている傾向が顕著に見受けられ、当坪内の土

地利用に関する大きな特徴として指摘できる。

以上の点に着目するならば、当坪内では奈良～

平安時代初期を通じて、敷地の区画割などに大き

な変化が生じないような、比較的安定した土地利

用が展開されていた可能性が高い。

本発掘区の東南部に隣接する奈良大学発掘区 (昭和60年度実施)
の成果に関しましては、奈良大学文学部のご厚意により提供を受け、
本報告中にて使用させて頂きました。ここに記して謝意を表します。

発掘区垂直写真 上が北

奈良大学昭和60年度
発掘区

遺構平面図 1/600
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8。 平城京跡 (左京六条二坊四坪)の調査 第519次

調 査 期 間  平成16年 8月 26日 ～8月 28日調査次数   HJ第 519次

調 査 面 積  59.5ゴエ事内容   宅地造成

調査担当者  三好美穂 宮崎正裕届出者名   有限会社シーピーコーポレーション

調 査 地   余良市八条五丁目418-1の一部

発掘区位置図 1/6,000

調査地は六条二坊四坪の北辺を占め、宅地造成に伴う

事前調査として道路予定部分に一辺 5mの発掘区を東西
二か所に設定して行った。

基本層序 発掘区は造成土の下に耕上、床土とみられ
る灰色粘砂があり、現地表から約1.2mで橙茶色粘砂の

地山 (標高約55。 lm)と なる。西発掘区では造成土、耕土、

床土の下に灰色砂が混じる灰色粘土 (約0.2m)、 淡青灰

色粘土 (約0.lm)の堆積があり、現地表から約1.2～ 1.35

mで責褐色粘上の地山 (標高約55m)と なる。

検出遺構 西発掘区では遺構は検出できなかったが、
東発掘区では地山の上面で余良時代の土坑との柱穴 2個

を検出した。 S K01は 平面精円形 (東西0.lm、 南北0.2

m)、 深さ約0.2mの U字形に掘られた底に 2 cm大の小礫

が敷かれ、 8世紀後半の土師器椀Aが正位置に置かれて

いた。地鎮遺構かとも考えられるが性格は不明。柱穴は

一辺約0.8m、 深さは北側が約0.8mあ るが、南側は約0.2

mと 浅い。南北に並び、柱間は2.lmを測る。

出土遣物 大半が東発掘区の灰色粘砂から出土したも
ので、弥生時代以降の砂岩製敲石片、 8世紀の上師器片

(杯、皿、椀、壺、奏)・ 須恵器片 (杯、杯蓋、皿、壷、奏)・

平瓦、九瓦片などが少量ある。

調査所見 今回の調査は、左京六条二坊四坪における
初例であり、東発掘区で奈良時代の遺構面が良好に残っ

ていることが確認できた。また、弥生時代と見られる遺

物の出土等新たな知見を得ることができた。(三好美穂 )

東発掘区遺構平面図 1/200

＼                                       r・
＼                  1                  ,/

:溌晉患擦至
上
   `検衰祭を韓愚・

  9                 ?m

東発掘区東壁土層図 1/125

醜］的

西発掘区全景 (東から)
・ ‖ _0

東発掘区全景 (北から)

SK01検出状態 (西から)
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調査次数   H」 第520次
工事内容   宅地造成

届出者名   和光建設株式会社
調 査 地   奈良市法華寺町1241-1他

調 査 期 間  平成16年 9月 21日 ～12月 9日

調 査 面 積  535だ

調査担当者  池田裕英 武田和哉 久保邦江

9,法華寺垣内古墳・平城京跡 (左京一条三坊四・五坪)の調査 第520次

本調査は平城京の条坊復原では左京一条三坊四・五坪

にあたる。宅地造成に伴う事前の発掘調査で、道路や調

整池になる部分に第 1か ら第 5ま での 5つの発掘区を設

けて調査を実施した。結果的に平城京の遺構だけではな

く、部分的にではあるが葺石と周濠を検出し、削平され

た古墳を見つけたことは大きな成果であった。

基本層序 5つ の発掘区の層序は各々異なるが、基本
的にはいずれももとは水田で、造成上の下に黒灰色土 (耕

土)、 灰白色砂質土 (床土)、 灰褐色土と続き、現地表下

0.3～ 0.6mで茶責色土の地山にいたる。遺構は概ねこの

145,500

第 1発掘区 SX04。 SE05(南から)

-145,600
|

|

第 1発掘区遺構平面図

南北溝

罐 石敷

S=1/150

第 1発掘区全景 (北から)
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地山上面で検出した。地山上面の標高は64.9～ 65.2mで、

西から東に下る旧地形であったことがわかる。

検出遺構 調査では、古墳時代から鎌倉時代までの遺
構を検出している。以下でそれらについて概述する。

第 1発掘区 掘立柱建物 2棟 (S B01・ 02)、 掘立柱
列 (S A03)を 検出した。柱間は S B01が南北2.lm等

間、東西が2.4m、 S B021よ南北2.7mで ある。柱穴から

平安時代前半の土器が出土したものもあり、後述する平

安時代の井戸 (S E05)と 同時期の建物 もあると思わ

れる。柱穴を多数検出したが、組み合うものは少ない。

S X04は幅約 5m、 長さ18m以上の南北溝と東西2.8m、

南北約 5mの範囲の石敷き遺構からなる。石敷き遺構は

西から東へ緩やかに下る。東辺にやや大きめの石を用い、

あとは小ぶりの石を用いる。後述する第 4。 第 5発掘区

の葺石とは傾斜角や石の大きさが異なることから、古墳

の葺石を再利用し、置き直したものと思われる。石敷き

上面や石と石との間から出土した土器から奈良～平安時

代前半の遺構と考えられる。溝埋上の珪藻分析を行った

結果、溝には常に水が溜まっていたわけではなく、部分

的あるいは時期によって水が流れたり、滞水する状況で

あったようである。古墳の葺石や周濠を利用した遺構と

思われるが、性格は不明である。 S E051よ 平安時代の

井戸である。井戸枠は横板組みで、一辺1.lm四方、深

さ2.4mである。枠材の一部に断面が凹形をした材があ

り、屋根材が転用されているようである
1)。
掘形から9

世紀の、枠内から10世紀の遺物が出土した。石の置き

方から一時期 S X04と 併存していたと考えられる。

第 2発掘区 素掘 り溝や土坑を検出したのみで、顕著
な遺構はなかった。

第 3発掘区 発掘区中央部で西から東へ下る葺石を検
出した。葺石はかなり乱れており、人為的に崩されたも

のと思われる。葺石の下で黒色腐植土を積んだ単位がわ

かる層がみられた (写真 )。 古墳墳丘を盛った際の作業単

位を示しているものと思われる。この層は発掘区外東ヘ

続くことから古墳の東側に造り出しがあると想定される。

第 4発掘区 S E06は 上・中 。下と3段組の構造の

井戸である。上段は石組みで、中 。下段が横板組である。

石組みは内法0.9m四方で 3段 (深さ0.4m)積 まれてい

17,400

|

た。中段の横板は一辺0.75m四方で、横板が 3段 (深さ

0。7m)積まれ、下段の横板は一辺が06m四方で二段 (深
さ0.5m)積 まれていた。深さは1.6mで ある。枠内から

瓦器が出土しており、鎌倉時代頃の井戸と思われる。 S

X07は東から西に下る南北方向の葺石で、古墳の墳丘

斜面と考えられる。南北3.8m分、東西2.3mを検出した。

西端の石が大きめで、基底石と考えられる。石材には三

笠山安山岩、チャー ト、珪岩が多く使われ、石は佐保川

で採取したようである
2)。
葺石上面や周濠から円筒埴輪

や家・盾・蓋形などの形象埴輪が出上した。葺石の西端

部が南北方向に直線的であり、第 3発掘区で検出した葺

石とは延長線上にあることから、検出した葺石は西側の

造り出し部にあたると思われる。

第 5発掘区 発掘区北部で北から南へ下る東西方向の

葺石を検出した。墳丘南端部にあたる。東西 2m、 南北

lm分を検出した。南端部に大きめな石が配されており、

基底石と考えられる。上部の葺石は削平されており、東

壁断面では基底石よりさらに南まで葺石がみられた。

出土遺物 遺物整理箱で130箱分出土した。各発掘区
から埴輪 (川西編年第Ⅲ期 )、 奈良～平安時代・鎌倉時

代の土器・土製品・瓦の破片が出土したが、その多 く

は第 1発掘区からで、遺構に伴う遺物としては S X04、

S E05出 土のものが大半を占める。 S X04か らは、奈

良～平安時代前半の上師器、須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、

軒平瓦 (6671K・ 6721C・ 五重弧紋軒平瓦・重弧紋軒

平瓦)の他、輔の羽日やオ鋼といった鋳造に関わる遺物

1/250

▲

八

|

第 4発掘区遺構平面図

第 3発掘区南壁 (北から)

匡コ葺石の範囲
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L Hi64 7m

第4発掘区茸石 SX07(西から)

第4発掘区茸石SX07平面・立面図 1/50

もある。重弧紋軒平瓦には顎部に、接合する際にさした

と考えられる粘土釘の痕跡がみられ、興味深い資料であ

る。 S E05の枠内からは奈良～平安時代前半の土師器、

須恵器、灰釉陶器、軒丸瓦 (6132A・ 6138B・ 複弁 6

弁蓮華紋軒平瓦 (姫寺廃寺同籠))、 軒平瓦 (6767A)の他、

S X04と 同じく鋳造関係の遺物がある。

調査所見 調査の結果、第 1、 第 3、 第 4、 第5発掘
区で石敷きもしくは石積みを検出し、これらの形状や各

発掘区から埴輪が出土していること等から考えると、こ

れらの石敷き。石積みは古墳の葺石 (も しくはそれを再

利用したもの)であると判断された。古墳の上部は削平

されたと考えられる。古墳の形状は後円部を北にした南

北方向を主軸とする、東西に造り出しがある前方後円墳

であろう。削平された時期を示す遺構や遺物はないが、

調査地周辺では木取山 (き どりやま)古墳や平塚 1・ 2

号墳など平城京造営の際に削平されたと考えられる古墳

も見つかっており、この古墳も当該地を平城京の宅地と

する際に削平されたと考えるのが妥当であろう。字名か

ら法華寺垣内 (ほっけじかいと)古墳と仮称する。

古墳の葺石は部分的にしか検出していないが、調査後

の工事立会の成果等を勘案すると、墳丘全長が107m程

の前方後円墳に復原できる。出土した埴輪からみて5世

紀前半頃 (古墳時代中期前半)の古墳と考えられる。ち

なみに、以前に調査地周辺で採取され現在横浜市三渓園

に保存されている長持形石棺があり、平塚古墳のもので

ある可能性が指摘されていたが
3)、
本調査の結果から当

古墳の時期とも矛盾せず、当古墳の石棺である可能性も

考えられるようになったと思われる。 (池田裕英)

奈良文化財研究所箱崎和久氏からご教示をいただいた。

山城郷土資料館橋本清一氏からご教示をいただいた。

奈良国立文化財研究所『平城宮発掘調査報告書 Ⅵ』1975

第5発掘区全景 (南から)

法華寺垣内古墳墳丘復原図 1/2,000
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10。 平城京跡 (右京一条二坊三坪)の調査 第521次

調査次数   HJ第 521次               調 査 期 間  平成16年 10月 15日 ～11月 1日
工事内容   店舗付マンション新築         調 査 面 積  120∬

届出者名   個人                  調査担当者  久保邦江
調 査 地   奈良市二条町60-1

発掘区位置図 1/6,000

調査地は平城京の条坊復原では右京一条二坊三坪の北

端の西寄りに位置し、敷地北端には一条条間路南側溝が

想定される箇所である。しかし、敷地北端付近は工事に

よる破壊が及ばないことから、今回の調査では三坪内の

遺構の状況を確認することのみとした。

基本層序 基本的な層序は造成土 (1.Om)、 暗灰色粘
土の水田耕土 (0.2m)、 灰色砂質粘土・灰色粘土砂混 。

灰色砂質土の床土 (0。lm)、 灰色粘質土褐色粘土ブロッ

ク混じり (0,lm)と 続き、現地表面から1.3～ 1.4mで黄

褐色粘上の地山にいたる。遺構検出は黄褐色粘土上面で

おこなった。遺構検出面の標高は70.5mであった。

検出遺構 検出した遺構は奈良時代以前の溝 l条、奈
良時代の掘立柱建物 2棟・土坑 1基・溝などである。

S D01は発掘区北東隅で検出した素掘 りの溝である。

南肩のみを検出し、全幅は不明である。検出面からの深

さは0.4m。 出土遺物がなく時期は不明であるが、奈良

時代の土坑 S K04よ り古い。 S B02は 発掘区中央部で

検出した奈良時代の南北棟掘立柱建物である。柱間は桁

行 3間 (2.lm等 間)、 梁行 2間 (1.8m等 間)である。柱

掘形からは 8世紀の須恵器片・土師器片が少量出土し

た。 S B03は 発掘区南東隅で検出した奈良時代の柱列

である。柱間は 2間以上 (2.4m等間)である。柱掘形

は比較的大きく、塀よりも建物になる可能性が高いと考

える。柱掘形から、 8世紀の須恵器片・土師器片が出土

した。 S K041ま発掘区北東部で検出した奈良時代の土

遺構平面図 1/300

坑である。西端部のみを確認し、発掘区外東に続く。南

北3.Om、 東西1.Om分 を確認した。深さは検出面から1,0

mま で確認できたが底までには至らなかった。埋土から

は8世紀の須恵器片・土師器片・丸瓦片・平瓦片が出土

した。 S D05～ 07は 発掘区南半で検出した素掘 りの溝

である。溝幅は、0.5～ 0.8m、 深さは0.05～ 0.lmである。

埋土から8世紀の須恵器片・土師器片が少量出土した。

出土遺物 出土遺物は非常に少なく、遺物整理箱 1箱
に満たない量であった。 8世紀の須恵器片・土師器片が

ほとんどで、少量の丸瓦片・平瓦片がある。

調査所見 検出した柱穴は掘形が一辺1.Om前後ある
にも関わらず、検出面からの深さは0。1～ 0.2mと 非常に

浅く、調査地は本来遺構が掘削された面から、かなり削

平をうけていることが判明した。 S B02と S B03の 重

複関係から前後関係は不明であるが、宅地の時期変遷は

2時期以上あると考えられる。

発掘区全景 (南から)
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調査次数   HJ第 522次
工事内容   共同住宅新築

届出者名   個人

調 査 地   奈良市三条添川町203-4他

調 査 期 間  平成16年 11月 22日 ～12月 7日

調 査 面 積  120∬

調査担当者  久保邦江

11.平城京跡 (左京四条三坊十五坪)の調査 第522次

調査地は平城京の条坊復原では左京四条三坊十五坪の

北東部に位置し、四条条間北小路のやや南に位置する。

基本層序 造成土 (0.8m)、 暗灰色粘土の耕土 (0.2m)、
灰色砂質粘土の床土 (0。15m)、 灰色砂質土 (0.lm)、 淡

緑灰色粘質土 (0.05m)灰色砂質粘土 (0.lm)と 続き、

現地表面から約1.3mで黄褐色粘土の地山にいたる。一

部では余良時代の遺物を含む灰色砂質粘土の整地土が広

がる。遺構検出は黄褐色粘土上面もしくは整地土上面で

行った。遺構検出面の標高は61.6mである。

検出遺構 奈良時代の掘立柱建物 1棟、掘立柱塀 1条、
土坑 1基、平安時代の溝 1条、時期不明の溝 1条がある。

S B01は 発掘区南部で検出した。柱穴 2箇所、東壁

で確認した柱穴の位置関係を考慮すると東西方向 3間以

上 (1.8m等 間)、 南北方向は 1間以上 (2.4m)に なる。

柱掘形は比較的大きく一辺 lm以上あるものがある。柱

穴は整地層上面から掘 り込む。柱穴から8世紀の須恵器

片・土師器片・丸瓦片・平瓦片が出土した。 S A02は

3間分を検出した南北方向の掘立柱塀である。柱間は2.4

m等間である。柱穴から8世紀の須恵器片・土師器片が

出土した。 S B01よ りも新 しい。 S K03は発掘区中央

部北寄りで検出した土器埋納土坑である。平面は東西0.3

m南北0.28mの不整円形で、検出面からの深さは013m
である。坑内には東西南北の方位にあわせ、皿10点 を正

位置で重ねている。地鎮に関わる遺構と見られる。 SD
04は発掘区東辺で検出した南北方向の溝である。幅約0.5

17,025

‐146.700

-146705

一
削

146,715

遺構平面図 (1/400)

m、 検出面からの深さは0。lm。 溝内から9世紀前半の

須恵器片 。土師器片が出土。 S D05は発掘区南西隅部

で検出した南北方向の溝である。幅は3.8m以上、検出

面からの深さ0.3m以上。出土遺物がなく時期は不明。

出土遺物 遺物整理箱 9箱分出土した。 8世紀の須恵
器片・土師器片がほとんどで少量の九瓦片 。平瓦片があ

る、 S D04か ら9世紀前半の須恵器片・土師器片が少

量出土した。 S K03出 土の皿10点 は土師器の手法で製

作され、須恵質に焼成されており、他に例をみない。椀

に似ており、径は11.4～ 12.lcm、 高さ3.0～ 3.4cmである。

8世紀のものと考えられるが詳細な時期は不明である。

調査所見 今回、奈良時代の遺構の他に平安時代の溝
S D04を 検出したことが大きな成果である。周辺での市

HJ第290次調査、市 H」 第4H次調査、県2004年度調
査で同時期の遺構を確認しており、 S D04は平安京への

遷都以降の土地利用を考える手がかりになる遺構である。

発掘区位置図 1/6,000
発掘区全景 (東南から)

SK03土器出土状態 (北から)
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12.平城京跡 (左京六条東一坊大路)の調査 第523次

調査次数   HJ第 523次

工事内容   宅地造成

届出者名   有限会社ウエムラ

調 査 地   奈良市八条五丁目437-12他

調 査 期 間  平成16年 12月 20日 ～12月 21日

調 査 面 積  72∬

調査担当者  三好美穂

発掘区位置図 1/6,000

宅地造成 (4,620ゴ )に伴う調査で、調査対象地は平

城京東一坊大路の遺存地割の中に収まる。敷地南端で

は東一坊大路の東西幅を確認するために余良文化財研究

所の調査 (国第251次調査 :平成 6年度)が過去に実施

されているが、沼状堆積により明確な条坊遺構は確認さ

れていない。南方の七条一坊十五・十六坪の調査 (国第

252・ 253次調査 :平成 6年度)では東一坊大路の遺構

が確認されている。調査は敷地北端の道路予定地に東西

20m、 南北3.6mの発掘区を設定して実施した。

基本層序 調査地は国第251次調査以後に造成され、
現地表から1.9～ 2,Omま でが造成土、一部に造成時の撹

乱が深く及ぶ所もある。その下は淡灰色シルト層、黒褐

色腐植土を含む灰色粗砂層となる。現地表から約2.5m

掘り下げたところ、淡灰色シルト層からの湧水が著しく、

崩壊の危険性が生じたため以下の掘り下げを断念した。

1

2
造成上 (網掛け部分)
青灰色シルト

淡緑灰色シルト
黒褐色腐植土+灰色粗砂

発掘区全景 (西から)

出上遺物 撹乱層内から現代の磁器片、ガラス片とと

もに8世紀の須恵器片が少量出上した他、下層の黒褐色

腐植土を含む灰色粗砂層から8世紀末～ 9世紀初頭の土

師器片 (杯、皿、椀、奏)・ 黒色土器A類杯片・須恵器

片 (杯、杯蓋、高杯、奏)が出上した。

調査所見 土層の堆積状況から国第251次調査で確認
された沼状堆積は今回の発掘区には及んでいないことが

判明した。国第252・ 253次調査で確認された東一坊大

路路面の標高が約54.2～ 54。4mであり、東一坊大路の遺

構が遺存するならば、標高53.3mま で掘 り下げた今回の

調査でも検出されるはずである。東一坊大路西側溝の溝

底勾配が六条七条付近で緩 くなるといったこれまでの知

見と今回確認した灰色粗砂層の広がりから、奈良時代末

頃には東一坊大路西側溝が制御されず調査地付近では路

面側に大きく広がる流路となっていたとも考えられる。

9           5科

発掘区北壁上層図 1/80
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13.平城京跡 (左京五条五坊十坪)の調査 第525次

調査次数   H」 第525次              調査 期 間  平成17年 1月 26日～3月 2日
工事内容   東消防署建設事業           調査 面積  200∬
通知者名   奈良市長                調査担当者  鐘方正樹
調 査 地   奈良市西木辻町43番地の 1

基本層序 造成上 (厚 さ0.6m)の 下に水田耕土・淡
灰色土・灰褐色土と続き、黄褐色シル トの地山となる。

地山の標高は67.4～67,7mで、低 くなる北西部には厚さ

0,25m前後の整地土 (奈良時代の遺物包含)がある。遺

構は整地上及び地山の上面で検出した。

検出遣構 古墳時代中期の溝 2条、奈良時代の掘立柱
建物 9棟・井戸 1基がある。その概要は下の一覧表にま

とめた。重複関係のある建物の構築順序は S B04→ S

B03、 S B05→ S B07→ S B06・ 08である。

出土遺物 古墳時代中期の土師器・須恵器 (T K208
～T K47型 式)、 奈良時代の土師器・須恵器・瓦がある。

調査所見  S B06と S B081よ 空間的に重複するので、

建物は4回以上建替えられている。 S E01内にシイ属の

木葉が多量に堆積し、その付近に樹木の植栽があった。

S D01は市HJ第148次調査 S D18と 一連の遺構だろう。

発掘区位置図 1/6.000

検出遺構一覧表

遺構番号 棟方向
癬 FBR寸済 用 の 出

備考
(m〕 TIJ行 梁 行 m)

もB01 陳万 同 ・ 規 模 は イヽ 明 、 狂 尺 深 さUb～ 07m
R R02 18々争F さ03m Hl後
もB03 4 【さ身舎04m、 用03m
R R04 40以上 l併21 欠

S B05 東西 4呂 呂年 間

S B06 R6J文 ト 18等 間 間 欠決 さ0 3m HIJ後

S B07 南北 2× 2 42 222
S B08 15-15‐18 間 i02m
R R00 添 明 、 幕 欠 決 卜05～ 07m

遺構香号
掘  形 井戸枠

主な出土遺物 備考
平面形 平面規模 (m) 深 さ (m) 構造 内法 (m)

S E01 隅丸方形 南北155× 東西177 方形縦板組横桟 留 め 093X093 奈良時代の上師器・須恵器・木葉 横桟の四隅を柄組して釘留め
S DO] 辞行溝 長さ135以上×幅02～ 04 上1～ 04 古墳時代中期の土師器・須恵器 鍵形に屈曲する

S D02 辞行溝 長さ12以 _L× 幅01々ヤ025 )2前後 古墳時代中期の上師器・須恵器 S D01と 接続する
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調査次数   HJ第 526次
工事内容   宅地造成

届出者名   株式会社ファーストホーム

調 査 地   奈良市大安寺二丁目45他

調 査 期 間  平成17年 2月 7日～2月 15日

調 査 面 積  80だ

調査担当者  宮崎正裕

14.平城京跡 (左京六条三坊十二坪)の調査 第526次

発掘区位置図 1/6,000

基本層序 造成土、耕土と続き、現地表下約1.6mで、

黄橙色砂質土あるいは暗茶灰色砂・粗砂の地山に達す

る。遺物包含層はほとんど遺存しない。地山の標高は概

ね56.6mで、遺構はすべて地山上面で検出した。

検出遺構 奈良・平安時代の掘立柱建物 1棟、掘立柱

列 3条、土坑 4基がある。 S A02～ 04は建物の一部で、

S K06・ 07は井戸の可能性がある。

出土遺物 遺物整理箱で 4箱分出上した。内訳は土器
3箱、瓦 1箱で、その他に埴輪 1点、砥石 2点、輔羽口

1点が出上している。また、判読できないが、墨書土器

(須恵器杯か皿)が 1点、製塩土器の細片が少量、軒丸

瓦6291型式 Aa種が 1点ある。

調査所見 調査地は平城京左京六条三坊十二坪の中央
やや南西寄りに位置し、北東には十二坪中央を流れてい

た東堀河の遺存地割が残る。東堀河に関わる遺構は当発

掘区には及んでいないことを確認した。

Э             5m

発掘区全景 (北から)

T T

遺構平面図 1/200

検出遺構一覧表

遺構番号 棟方向
規模 (間 ) 桁行全長 梁行全長 柱間寸法 (m)

備考
桁行×梁行 (m) (m) 桁行 梁行

S B01 不 明 1× 1 建物の南西隅部分、柱穴から製塩土器が出土

S A02 南北 3以上 54 18等 間 S K05よ りも古い

S A03 南北 2以上 ■8等間 S K05よ りも新しい、柱穴から黒色土器A類が出土

S A04 南北 2 18等間 陛穴から奈良時代土師器・須恵器、製塩土器、丸瓦が出土

遺構番号
掘  形

主な出土遺物 備考
平面形 平面規模 (m) 深 さ (m)

S K05 鶴丸方形 南北09× 東西12 奈良時代土師器・須恵器 S A03、 S K06・ 07よ りも古し

S K06 鶴丸方形 南北14× 東西06以上 04以上 S K05よ りも新しい

S K07 暇丸方形 君
'1ヒ

08× 羽臣Zξ 0 8 08以上 埴輪、奈良時代土師器・須恵器、製塩土器 S K05よ りも新しい

S K08 不整形 南北11以上×東西26以上 01´ヤ025 奈良時代上師器・須恵器、黒色土器A類
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15。 平城京跡 (右京七条西二坊大路)の調査 第527次

調 査 期 間  平成17年 2月 14日 ～ 2月 23日調査次数   HJ第 527次

調 査 面 積  20ポエ事内容   道路新設工事 (西ノ京六条線)
調査担当者  秋山成人通知者名   奈良市長

調 査 地   奈良市六条一丁目453-1の一部

発掘区位置図 1/6,000

基本層序 層序は、上から黒灰色土 (耕土 )、 赤灰色
土 (床土)、 淡灰色砂、暗青灰色砂質土、淡黄褐色砂質土、

黄褐色粗砂、灰色粘砂、暗灰色粘砂 (旧耕土)、 暗灰色

粘土 、暗灰色粘質土、灰褐色砂質土と続き地表下1.7m

で黒色・灰色粘土の地山に至る。地山面の標高は、58.4

mである。堆積土 No.13～ 17か らは、13世紀の瓦器椀片・

土師器皿片が出土。堆積土 No.3～ 12か らは、12世紀の

白磁椀片、12・ 13世紀の瓦器椀片、江戸時代 (18世紀 )

の瓦質深鉢片・抱烙片が出土した。

検出遺構  S D01は、地山上面で検出した南北溝で、

東肩のみを確認し、長さ3.3m、 幅1.6m、 深さ0.5m分を

検出した。埋土は、上から灰色砂、褐色粘質土、黒灰色土、

淡灰色粗砂、赤褐色土、灰色粗砂の順に堆積する。灰色

粗砂から奈良・平安時代 (8・ 9世紀)の土師器皿・須

恵器杯・軒丸瓦 (6307型式 C種 )・ 軒平瓦 (型式不明)。

九瓦・平瓦、平安時代 (9世紀)の黒色土器椀、鎌倉時

代 (13世紀)の瓦器椀が出土した。

出土遺物 奈良時代から鎌倉時代の上器類、瓦類の他、
溝 S D01か ら塑像が 3片 出土した。瓦の出土量は、薬

師寺隣接地であるためか土器類に比べて多く、塑像片も

薬師寺にかかわるものとみられる。

調査所見 調査地は、平城京条坊復原によると、西二

坊大路西側溝にあたり、S D01は、13世紀までに埋まっ

ており、その位置から西二坊大路西側溝かそれを踏襲す

る溝の可能性がある。

遺構平面図 1/100

ウ票優色圭簾ヨ＼
3 灰色砂質土
4 言灰色粘砂
5 淡灰色土
6 淡褐色砂質土
7 淡灰色砂質土
8 暗褐色砂
9 淡灰色砂
10暗言灰色砂質土
11淡黄褐色砂質土

25

12黄褐色組砂
13灰色粘砂
14暗灰色粘砂(旧耕土)0           1m
15暗灰色粘土      

―

発掘区全景 (北から)

偏編艤土
17灰褐色砂質上

競

`:?星

‐
I「

V啓

酵静菅
m

監兵琶韓三二滸上
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発掘区北壁土層図 1/50



16。 平城京跡 (左京三条四坊四坪)の調査 第528次

調査地は奈良時代の条坊復原では、左京三条四坊四坪

の南端中央部に位置する。敷地の南端は三条大路北側溝

が想定される箇所である。

基本層序 上から造成土 (0,7m)、 暗灰色粘質土の耕
土 (0.14m)、 灰褐色砂質粘土の床土 (0.lm)、 淡黄灰色

粘土 (0.3m)、 灰褐色砂質粘土・橙掲色土混 (0.14m)、

灰褐色砂質粘土 。黄褐色土混 (0.14m)と 続き、地表面

から約1.5m黄褐色粘質土層にいたる。遺構検出は、黄 遺構平面図 1/400

調査次数   H」 第528次

工事内容   マンション新築

届出者名   大和システム株式会社

調 査 地   余良市大宮町三丁目192香 2他

調 査 期 間  平成17年2月 14日 ～3月 31日

調 査 面 積  273∬

調査担当者  久保邦江 武田和哉

発掘区位置図 1/6,000

検出遺構一覧表

遺構番号 棟方向
規模 (間 ) 桁行全長 梁行全長 柱間寸法 (m)

備考
桁行×梁行 (m) (m) 桁行 梁行

S B06 南北 P 2以上 ×2以上 24以上 L5以上
東南角柱穴正方形の板を礎板として使用。柱抜き取り痕

跡から8世紀の軒丸瓦・軒平瓦出土

S B07 東西 3以上二×2 72以上 3世紀の上師器片・須恵器片出土

S B08 東西 4以上×3以上 21‐21‐ 18 3世紀の上師器片・須恵器片出土

遺構番号
掘   形

主な出土遺物 備考
平面形 平面規模 (m) 深 さ (m)

SK01 円形 直径06 炭化物少量 断面逆台形。一部袋状。弥生時代以前

SD02 斜行溝 ‖目40
弥生時代後期末壷、古墳時代前期初

頭甕
北東から南西に斜行する

SD03 斜行溝 幅12
北東から南西に斜行する。遺構の重複関係から、奈良時代の柱穴よ

り古い。

SD04 東西溝
隔275(土層で
it認 )

037
和同開弥、8世紀の須恵器片 土師器
片 平瓦片・丸瓦片

三条大路北側溝

最深部座標 :X=-146,539380 Y‐ ‐16,920000

SD05 東西溝 隠09 8世紀平瓦片 SD04と 濤芯間約50m。

SK09 形不明 東西22 l 8世紀須恵器片 土師器片 SD10よ り古い

SD10 斜行溝 嘱085 8世紀須恵器・土師器 北東から南西に斜行する

SDll 斜行溝 幅05 時期不明土師器小片 耕作溝か ?北北西から南南東に斜行する

SK12 不整円
南】ヒ075

東西ll
土層から室町時代以降と考えられる

SD13 辞行溝 隔04～ ■4 北北西から南南東に斜行する。土層から室町時代以降と考えられる。
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第 1発掘区 (北から) 第 1発掘区下層調査区 (東から)

第4発掘区全景

第3発掘区 (東から)

褐色粘質土層の上面 (上層)でおこなった。さらに第 1

発掘区北端部では下層の黄褐色砂質粘土もしくは黄褐色

粘土・茶褐色粘土層上面でも遺構検出をおこなった。

検出遺構面の標高は第 1発掘区北西隅部で下層が62.0

m、 上層が62.2m、 (以下上層)北東隅部62.3m。 第 2

発掘区は62.3m。 第 3・ 4発掘区で61,7m。 第 2。 3発

掘区の間で約0.6mの高低差がある。

検出遺構 下層では弥生時代以前の上坑 S K01、 上

層では弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の溝 S D02、

奈良時代以前の溝 S D03、 奈良時代の溝 S D04・ 05・

10・ 掘建柱建物 S B06～ 08・ 土坑 S K09、 室町時代の

耕作溝 。土坑 S K12、 室町時代以降の溝 S D13がある。

出土遺物 遺物整理箱13箱分あり、主なものは表に

示した。その他に耕作溝や、遺物包含層から緑釉陶器片・

灰釉陶器片・製塩土器片などが出土している。

E LHね 4000m   -16940             16,945w

8

12
15

お11

調査所見 今回の調査では、第 3発掘区南端部で東西

方向の溝 S D04を 検出した。第 3発掘区で溝の北肩部

を確認し、第 4発掘区の土層断面で南肩を確認すること

ができた。上部は後世に破壊されており、確認できた溝

幅は2.75m、 検出面からの深さは0,37mである。溝底か

ら和同開弥 1点が出土した。最深部の座標については、

表に示したとおりである。位置的に三条大路北側溝と考

えられる。 S D04と 溝心間約 5mをへだてた北側で東

西方向の溝 S D05を 検出した。四坪南辺を画する溝と

みられる。下層で検出した土坑 S K01は埋土から遺物

が出土しなかったため、時期は不明である。層位的には

弥生時代後期よりは古 く、断面形が一部で袋状になって

いる点などを考慮すると、約500m東方の油坂遺跡で確

認されているような縄文時代の低湿地型の貯蔵穴である

６
″
膨

可能性も考えられる。

老成盛土

造成盛土

造成盛上

造成盛上

造成盛上

晴灰色粘質■ 9日″F■ )

灰色砂質粘上

淡黄灰色Ib■ 灰色砂質粘土
淡灰色粘土

14淡灰色粘土
15小豆色土 小礫
16黄褐色絡質土 茶褐色粒混
17灰自色シルト
18小豆色 黄掲色土
19小豆色砂質ンルト 淡責褐色rH土
20小豆色砂質シルト 黄IF3色粘土
21小豆色砂質シルト 灰色粘土
(19～21は柱穴理上 )

22黄褐色粘質土
a 灰色砂礫
b 灰色中粒砂
c 灰色細砂

(久保邦江)

d 灰褐色細砂～シルト
e 灰褐色細砂～粗砂の互層
f 灰褐色粘質土
g 灰色粘上
h 小豆色砂質ンルト
i 灰褐色砂質シルト

i 灰白色細砂
(a～ jは SD02理土)

【 女褐色粘質上
コ 淡灰色シルト
肛 淡灰褐色砂質シルト
Ⅳ 黄灰色砂質粘土
V 黄褐色粘土 泰褐色上

21

10灰 色砂質粘土
11灰 褐色砂質粘上 小礫
12灰褐色土
13灰褐色砂質粘上 黄褐色上

第 1発掘区南壁土層図 1/100
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印雪から)

第 2発掘区全景 (南から) 土坑 SK01(北から)



17.史跡大安寺旧境内 (西塔跡)の調査 第105次

調査次数   DA第 105次              調 査 期 間  平成16年 6月 28日～12月 24日
工事内容   史跡大安寺旧境内保存整備事業      調 査 面積  500∬
申請者名   奈良市長                調査担当者  松浦五輪美
調 査 地   余良市東九条町1340他

発掘区位置図 1/6,000

基本層序 基壇上面はこれまでと同様に0.15m前後の

腐植土と基壇版築の風化土が堆積している。

基壇周囲もこれまでに確認した層序と基本的に同様で

ある。地表下約0.5mま では中～近世の開削時の土層で、

以下、瓦を大量に含む焼土層が最大厚0,3m、 黄灰色砂

質土が0,15m前後、瓦を大量に含む黄色粘質土が0.2m前

後堆積し、基壇の基底面に達する。やはり2層の瓦堆積

層が確認でき、下層の黄灰色砂質土と黄色粘質土は最初

に崩落した瓦を処理しつつ整地した層と判断される。

検出遺構 基壇外装は、東階段を含め、一部を除き延
石しか残存しておらず、基壇南東角付近は延石さえほと

んど残っていない。東階段北側の一部には地覆石が良好

に残っており、東石を立てる柏穴も確認できる。

基壇規模は、延石外縁間で一辺約21m、 階段は踏み

面の幅が約4.2m、 出が約1.5mで あり、これまでの推定

値を追認した。

廷石

1 黒灰色土 (腐植■)    4 黄褐色土 (表■)
2 灰色土+褐色土 (表■)  5 淡い褐色上 (表■)
3 淡褐色土 (表■)     6 明褐色土 (外装抜取痕跡)

発掘区位置図 1/1,000

基壇上面では、塔東側柱列の礎石抜取痕跡を検出し、

柱間が3.9-4.2-3.9mで あることも追認 した。

この他、土坑 6、 溝 2、 溝状土坑 1がある。土坑 SK

01～06は直径 lm前後の平面円形状で、深さは0.2m～ 0.8

7 暗赤色～黒灰色土 (焼土)
8 赤色土 (焼けた壁土)
9 暗褐色粘質土 (2度 日の規路瓦)

発掘区北部西壁土層図

12

Ю 暗灰色粘質土
■ 責灰色砂質上 (整地■)
12 黄色粘質土 (最初の競落整地土)

1/50

0                     2m

13 暗褐色土 (襲込■)

発掘区全景 (北東から)
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mと バラつきがある。埋土は黄色粘質上の整地土と同質

であり、瓦も多量に含む。 S K01を 除く5つ は基壇を囲

むように配置しており、柱の抜取痕跡の可能性が高い。

溝 S D07・ 08は幅 2m前後、深さ0。1～ 0.15mの浅い

窪み状で、塔を囲む一連の遺構と考えられる。

溝状土坑 S X09は 東階段中央を基壇上から基壇外に

かけて断ち割るかのような、長さ約 9m、 幅約0.6m、

最深2.3mの狭長な土坑状遺構である。基壇外装以前に

掘られ埋め戻されたものであり、基壇底面を突き抜け、

湧水層に達している。今のところ目的については不明で

ある。底部近くで柄杓の柄が出土した。

出土遺物 整理箱で瓦類3105箱、土器類 5箱、木製
品 3箱、金属製品 3箱、石器 l箱が出土した。特別な

ものとして、風鐸片 3点 (口絵 3)、 露盤片 1点がある。

重1要  (、

率
~‐と'(意

Ⅲ§
｀
■1

の 。「 |

こ「 こヽ ――――――― -148,270

―

 -148,290

0                        1                20m

遺構平面図 1/250

露盤片は最長53× 30cm、 厚さ約 2 cmの 長方形の銅板で、

重さが約24kgも ある重厚なものである。軒瓦については

これまでと同様、軒丸瓦は6138型式 Cb種 と7251型式
A種、軒平瓦は6712型式A・ B種が大半を占める。

調査所見 今回の調査で、基壇および塔の規模につい

ては前回までの調査結果を補足・追認することができた。

新たに検出した土坑や溝は、基壇を四むように位置し

ており、何らかの囲続施設に関わる可能性がある。南西

部にも同様の遺構が存在する可能性があり、遣構配置の

全体像を見たうえで改めて検討したい。

また、今回の調査でも塔の被災が三度あったことが確

認された。それぞれの時期については未だ不確定である

が、土器からは両者とも10世紀前半以降の出来事と判

断される。

ミ掛は平成15年度発掘区)
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18.史跡大安寺旧境内 (西面・南面築地塀推定地)の調査 第106次

発掘区位置図 1/6,000

今回の調査は、平成15年度のDA第 104次調査に引き

続き、大安寺の西面築地塀 と南面築地塀の確認を目的と

してお り、DA第 104次調査区と合わせて報告する。

基本層序 発掘区内の基本層序は、後述する南面築地

塀推定地で大きく異なる。この北側は、厚さ約0.2mの

耕土直下で地山の暗責茶色砂質土となり、南側では上か

ら水田耕土、淡灰色砂質土、淡灰褐色砂質土、暗茶掲色

土と続き、地表下約0.5mで暗責茶色砂質土または茶灰

色砂質土の地山となる。地山上面の標高は北偵Iで約59。4

m、 南側で約58,9mである。

検出遺構 六条大路北側溝と考えられる溝、大安寺の

西面築地塀と南面築地塀の雨落溝と考えられる溝、土坑、

掘立柱建物、河川を検出し、詳細は一覧表に記した。以

下築地塀関連遺構について記す。

S D03は 、幅約1.7mの東西方向の溝で、発掘区内で

北に直角に曲が りS D02と なる。 S D03の 東廷長線上

にはDA第30'90次調査の S D01があり、これらは同
一の溝と考えられる。また S D03の 南約3.5mに は、平

行する溝 S D04が ある。両溝の心々間の国土座標は

おおよそX=-148,117.86mで 、南大門南北心 X=―

148,117.64mと ほぼ一致する。 S D021よ さらに発掘区北

側に続き、国土座標のX=-148,Hlmの 北側辺 りで西
へ向かう溝 S D05が分かれる。この S D05以北の SD
02の西岸には、護岸の石列が 1段分あり、長さ約1.5m

分を確認した。この石列の裏込土からは、 9世紀中頃の

調査次数   DA第 106次

工事内容   遺跡範囲確認

申請者名   奈良市教育委員会教育長

調 査 地   余良市大安寺町1320他

調 査 期 間  平成16年6月 28日 ～7月 30日

調 査 面 積  102ど

調査担当者  池田裕英

DA第 106次調査 発掘区全景 (北東から)
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DA第 104次調査

DA第 1
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遺構平面図 1/300


